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今週のキーワード

PQC標準化と量子優位性
米政府移行義務化、日本も開発加速

55
件

総記事数

13
カ国

対象国数

70
論理Qビット

IBM優位性

20
億ドル

米政府投資

今週の全55記事 ― 5軸評価で読むべき記事を選ぶ
各列の見方 ― 技術新規性：ブレークスルー度合い 実用化距離：製品として使える近さ 市場インパクト：業界全体への影響規模
データ信頼性：定量データ・査読の有無 日本関連度：日本の企業・サプライチェーンとの直接的関連性

# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#01
IBM、70論理Qビット
で量子優位性

学術論文
●●●●

●
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○

IBMとシカゴ大学が70個の論理量子ビットで信頼性の
高い量子優位性を実証、フォールトトレラント量子コ
ンピューティング実用化へ前進。

#02
量子業界、資金調達と
戦略転換

業界レポ
ート

●●●○
○

●●●○
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●●
○

Monarch Quantumの大型資金調達、Googleのデュア
ルモダリティ戦略、富士通と大阪大学の分子計算効率
化など業界の多角的な進展。

#03
創薬に量子結合親和性
問題解決

応用研究
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○

Kvantifyらが3000万デンマーククローネを獲得し、
創薬の結合親和性問題に量子コンピューティングを応
用するプロジェクトを開始。

#04
Pasqal、論理Qビット
が物理Qビットを10倍
上回る

技術報告
●●●●

●
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○

Pasqalが中性原子量子コンピューターで、論理量子ビ
ットが物理量子ビットを最大10倍上回る性能を発揮し
、微分方程式を解決。

#05
Rigetti、ハイブリッド
量子古典スパコン構築

企業戦略
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●○○

○

RigettiがHPE、ピッツバーグスーパーコンピューティ
ングセンターと連携し、9量子ビットシステムでハイ
ブリッド量子古典スパコン「TangleLab」を構築。

#06
AT&T;、D-Waveでネ
ットワーク最適化

製品紹介
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○

AT&T;がD-Waveの量子アニーリング技術でネットワ
ーク最適化時間を1時間から15秒未満に短縮、運用全
域での採用を拡大。

#07
創薬加速する量子機械
学習

解説記事
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○

量子機械学習が薬理学、特に創薬を加速。VQEアルゴ
リズムで分子の基底状態エネルギーを正確に計算し、
新薬開発を効率化。

#08
NIST、PQC標準を最終
化

政策発表
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

●
●●●●

●
●●●●

●

NISTがFIPS 203/204/205を最終化しポスト量子暗
号標準を確立。米政府は2027年1月までにML-KEM/M
L-DSAへ移行義務。

#09
量子エラー訂正の進化
：表面コード

解説記事
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

量子エラー訂正の進化：表面コードがフォールトトレ
ラント量子コンピューティング実現のため、数百の物
理量子ビットを論理量子ビットに統合。

#10
ウォーリック大、量子
フォノンリンク提案

学術論文
●●●●

●
●○○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●○○

○

ウォーリック大学が長距離量子ビット通信とスケーラ
ビリティ向上のため「量子フォノンリンク」を用いた
量子チップアーキテクチャを提案。

#11
ライス大、QECデコー
ディング開発へ資金

応用研究
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○

ライス大学がDOE量子科学センターに参画し、リアル
タイム量子エラー訂正デコーディングアルゴリズム開
発へ90万ドルの資金を獲得。

#12
HRL、自己実行型シリ
コン量子プロセッサ

学術論文
●●●●

●
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●○

○

HRLラボラトリーズがそれ自体でエラー訂正を実行す
る「自己実行型シリコン量子プロセッサ」を実証、制
御エラーを10分の1に削減。
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# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#13
QED-C、量子ネットワ
ーキングロードマップ

業界レポ
ート

●●○○
○

●●●○
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●●
○

SRI International主導のQED-Cが量子ネットワーキ
ングの成熟度ロードマップを発表、セキュア通信など
10アプリケーションを特定。

#14
SpinQ、次世代超伝導
量子チップ探求

技術報告
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●○○

○

SpinQが次世代超伝導量子チップ技術を探求。コヒー
レンス時間とゲート忠実度を改善し、幅広い量子スタ
ック互換性を目指す。

#15
日豪、量子技術パート
ナーシップ強化

政策発表
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

●

オーストラリアと日本が量子技術パートナーシップを
強化。研究者、企業、投資家を繋ぎ、経済成長と技術
進歩を促進。

#16
Q-CTRL、量子インフ
ラソフトウェア発表

製品紹介
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○

Q-CTRLが量子コンピューティングの実用化を加速す
るインフラソフトウェア「Fire Opal」と「Boulder
Opal」を発表。

#17
IBM、QMLでネオ抗原
免疫応答予測

応用研究
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○

クリーブランドクリニックとIBMが46量子ビットのQ
MLフレームワーク「Q-CHIPP」でネオ抗原免疫応答
予測に成功、免疫腫瘍学に新道。

#18
NIST、PQC標準3種を
最終化

政策発表
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

●
●●●●

●
●●●●

●

NISTが量子耐性暗号標準3種を最終化。ML-KEMを鍵
交換、ML-DSAをデジタル署名に採用し企業に移行を
要求。

#19
NIST PQC標準、AIイ
ンフラ保護へ

解説記事
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

●
NIST最終化の量子耐性暗号標準がAIインフラ保護へ
。鍵交換ML-KEMとデジタル署名ML-DSAが中心に。

#20
米政府、量子技術に20
億ドル投資

政策発表
●●○○

○
●●●●

●
●●●●

●
●●●●

●
●●●●

○
米国政府が量子情報科学技術に2つの大統領令を発令
し、CHIPS法経由で量子企業に総額20億ドルを投資。

#21
米商務省、量子技術に
20億ドル投入

政策発表
●●○○

○
●●●●

●
●●●●

●
●●●●

●
●●●●

○

米商務省がCHIPS法に基づき量子技術に20.13億ドル
の連邦資金を投入。IBMファウンドリに10億ドルなど
IP市場を再形成。

#22
G7・北欧、量子技術共
同研究募集

政策発表
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

●

カナダ、G7、北欧諸国がデュアルユース技術を含む量
子技術の共同研究提案を募集。日本も量子戦略を推進
。

#23
PQC
COE、移行義務を解説

解説記事
●●○○

○
●●●●

●
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

●

PQC Center of Excellenceがポスト量子暗号（PQC）
のFAQを公開、NIST標準と米政府機関の移行義務を
解説。

#24
Quantinuum/NVIDIA
、生成量子AI実証

応用研究
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○

QuantinuumとNVIDIAが医薬品R&D;向け生成量子AI
フレームワーク「GenQAI」を初実証、計算化学を最
適化。

#25
HNDL脅威を警告、PQ
C移行課題

市場危機
●●○○

○
●●●●

●
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

●

米Alliance For Civic Engagementが「Harvest Now,
Decrypt
Later」脅威を警告、PQC移行の複雑な課題を強調。

#26
ヒューレット財団、量
子セキュリティ助成

政策発表
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○

ヒューレット財団がAI、バイオ、量子セキュリティに
1億ドル助成イニシアチブ開始、PQC移行と量子安全
ネットワークを支援。

#27
日立・Intel・産総研、
シリコンQ開発

技術報告
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

●

日立・インテル・産総研がNEDO事業で最先端1.8nm
「Intel 18A」プロセスを用いた50量子ビット級シリ
コン量子チップ開発へ。

#28
IBM、70論理Qビット
で量子優位性

学術論文
●●●●

●
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○

IBMとシカゴ大学が「論理回路上の信頼できる量子計
算」で量子優位性を実証、70論理量子ビットを15分
で問題解決。

#29
米初のオープンアクセ
ス量子ネットワーク

製品紹介
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●○○

○

米国初のオープンアクセス量子ネットワーク「ABQ-N
et」にInfleqtionなど4社が参加、ニューメキシコ州の
4.5億ドル投資の一環。

#30
Quemix、電池材料シ
ミュレーション開発

応用研究
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

●

QuemixがNEDO事業に採択。「量子コンピュータを
用いた電池材料シミュレーション基盤の開発」を東北
大学と共同で推進。

#31
中外製薬、創薬に量子
コンピューティング

企業戦略
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

●

中外製薬が2030年のFTQC実用化を見据え、創薬プロ
セスを加速する量子コンピューティング活用イニシア
チブを推進。
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# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#32
NIST標準ML-KEMとは
？

解説記事
●●○○

○
●●●●

●
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

●

NIST標準のML-KEM（格子ベースの鍵カプセル化メカ
ニズム）を解説。量子耐性暗号入門としてPQCの中核
技術を説明。

#33
D-Wave、AT&T;提携
拡大と買収

企業戦略
●●●○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○

D-WaveがAT&T;との提携拡大とQuantum Circuits
買収で商用企業へ移行。CHIPS法で最大1億ドル資金
調達の意向書も締結。

#34
Q-Dayへの進展、重要
マイルストーン

業界レポ
ート

●●●●
○

●●○○
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●○
○

「Q-Day」への進展：Google Willow、Quantinuum
H2、Microsoft Majorana
1がエラー訂正で重要マイルストーンを達成。

#35
Ground State Ventur
es、量子ファンド

市場概観
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○

Ground State Venturesが8800万ドル「Quantum
Technology Fund」を開始。量子コンピューティング
とAIの融合で創薬・材料科学を加速。

#36
LatticeForge、PQC実
践プラットフォーム

製品紹介
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○

LatticeForgeがポスト量子暗号（PQC）の実践的プラ
ットフォームを発表。NISTのML-KEM、ML-DSAなど
をサポート。

#37
BQP、ドローンプロペ
ラ設計を変革

製品紹介
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○

BQPが量子最適化でドローンプロペラ設計を変革。20
26年にはQuantinuumなどがIPO、量子技術が実用段
階へ。

#38
ZuriQ、Infineonと2D
イオントラップ開発

技術報告
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●○○

○
ZuriQがInfineonとの提携で2Dトラップドイオン量子
プロセッサ開発を加速。2550万ドルをシード調達。

#39
OP Pohjola、量子・AI
研究ユニット設立

企業戦略
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○

フィンランド大手OP PohjolaとQutwoが量子コンピ
ューティング・AI研究ユニット設立。次世代金融サー
ビスを加速。

#40
中国、量子分野への資
金調達が急増

市場概観
●●○○

○
●●●●

●
●●●●

●
●●●●

○
●●●●

○

中国の量子分野への資金調達が2026年第1四半期に32
.04億元に急増。本源量子と国儀量が先行し商業化を
加速。

#41
中国新浪、量子計算技
術の応用前景

トレンド
記事

●○○○
○

●●●○
○

●●●●
○

●●○○
○

●●●●
○

中国の新浪が「量子計算技術の応用前景」を報じる。
金融、医薬品、AIなど多分野で商用化加速。

#42
日米量子エコシステム
連携を強化

政策発表
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

●

イリノイ量子マイクロエレクトロニクスパークとQ-S
TAR（日本）が提携。日米量子エコシステム連携を強
化。

#43
2030年代初頭に量子P
Cが暗号脅かす

市場危機
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

●

朝鮮日報がスタンフォード・フーバー研究所報告書を
引用。量子コンピュータが2030年代初頭に現在の暗
号を脅かす可能性。

#44
Terra Quantum/Apex
.AI、PQC実証

製品紹介
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○

Terra QuantumとApex.AIがNIST標準PQCを実証。
長期運用されるクラウド接続型システムへ量子安全な
セキュリティを提供。

#45
日立・Intel・AIST、
シリコンQ開発

技術報告
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

●

日立、Intel、AISTがNEDO支援のもとシリコン量子
コンピューティング開発プロジェクト開始。2028年
に100キュビットエラー訂正プロトタイプ目指す。

#46
Versa Networks、SA
SEにPQC統合

製品紹介
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○

Versa NetworksがSASEプラットフォームにNIST標
準PQCを統合。既存ネットワークで量子安全な移行パ
スを提供。

#47
Horizon Quantum、
リアルタイムキャリブ

技術報告
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●○○

○

Horizon QuantumとQuantum Machinesが提携。超
伝導量子コンピュータ「Ember-1」向けリアルタイム
キャリブレーション開発で効率向上。

#48
Multiverse Computin
g、金融分野で資金調
達

企業戦略
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
スペインのMultiverse ComputingがCラウンド資金調
達を完了。金融分野の量子アルゴリズム展開を加速。

#49
Red Hat、RHEL
10でPQC対応

製品紹介
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
Red Hatが金融サービス向けPQC移行を促進。RHEL
10で量子耐性暗号に対応し、HNDL脅威から保護。

#50
QUBT、2社買収で商業
化加速

企業戦略
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
●●○○

○

量子コンピューティング株価71%下落も、Quantum
Computing
Inc.（QUBT）が2社を買収し商業化を加速。
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距離
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データ
信頼性
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関連度 一行サマリ

#51
TNO、長距離量子ネッ
トワーク強調

解説記事
●●○○

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

TNOが長距離量子ネットワークの必要性を強調し、量
子インターネット実現へコミット。安全な通信と分散
コンピューティングの基盤構築。

#52
EY、オンサイト量子コ
ンピューティング拡大

企業戦略
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○

EYがオンサイト量子コンピューティング能力を拡大。
30億ドルのグローバル投資で企業変革を支援し、機密
ワークロードに対応。

#53
QuantumCore、極低
温多重化技術で提携

技術報告
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○

QuantumCoreがWaterloo大学と極低温多重化技術で
提携。スケーラブル量子コンピューティングの配線課
題を解決へ。

#54
SpinQ/DIVBIO、医薬
品開発で提携

企業戦略
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○

SpinQとDIVBIOが提携し、量子コンピューティング
を活用した医薬品開発で新たな道筋を模索。分子設計
、仮想スクリーニングに焦点。

#55
HRL、自律動作型シリ
コンQプロセッサ

学術論文
●●●●

●
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●○

○
HRL Laboratoriesが自律動作型シリコン量子プロセッ
サを実証。IBMが買収を決定し量子能力を強化。

●●●●○ High ●●●○○ Med-High ●●○○○ Med ●○○○○ Low | 背景黄色＝注目記事
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今週、判断に影響しうる3つの問い

❶ PQC移行は、あなたの会社のサプライチェーンでどこまで進んでいますか？
NISTのPQC標準化が最終段階を迎え、米政府は2027年1月までにML-KEM/ML-DSAへの移行を義務付けました。既存の
暗号化されたデータが将来量子コンピュータで解読される「HNDL脅威」は現実のものです。自社の製品やサービス、特
に長期運用されるシステムや機密データを扱う部分で、PQCへの対応状況をベンダーに確認し、移行計画を策定する緊急
性があります。

❷ 日本の量子技術開発は、グローバル競争で優位性を確立できるか？
日立・インテル・産総研によるシリコン量子チップ開発（2028年50Qビット級、2030年1000Qビット級目標）や、Que
mixと東北大学による電池材料シミュレーション基盤開発など、日本国内での具体的な開発プロジェクトが加速していま
す。一方で、米国はCHIPS法で20億ドル、中国は量子分野に32億元超の資金を投入し、国際競争は激化しています。日本
の材料・部品メーカーは、これらの動向を注視し、国際連携や国内エコシステムへの参画を加速すべきです。

❸ 量子コンピューティングは、いつ、どの分野で「実用」になるのか？
IBMは70論理量子ビットで信頼性の高い量子優位性を実証し、D-WaveはAT&T;のネットワーク最適化で処理時間を1時
間から15秒未満に短縮しました。また、創薬や材料科学、金融分野での量子機械学習や最適化アルゴリズムの概念実証も
進んでいます。これらの事例は、特定の最適化問題やシミュレーションにおいて、NISQデバイスでも具体的な価値を生み
出し始めていることを示唆しています。自社のビジネス課題に量子技術が適用可能か、早期に評価を開始する時期に来て
います。

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」マトリクス

機会大・脅威小 機会大・脅威大

影響小（参考） 脅威大・機会小

←
 機

会
 →

← 脅威 →

PQC標準化

HNDL脅威

自己実行QC

国産シリコンQC

電池材料QC
量子最適化

中国量子投資

項目 象限 ↑ 機会 ↓ 脅威

● PQC標準化 注意 デジタル基盤の安全確保 移行遅延による情報漏洩

● HNDL脅威 脅威大 — 過去データ解読リスク

● 自己実行QC 機会大 大規模QC実現加速 技術競争激化

● 国産シリコンQC 機会大 日本の技術力向上 目標達成の遅延リスク
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● 電池材料QC 機会大 新電池開発加速 シミュ精度不足リスク

● 量子最適化 機会大 運用効率大幅改善 既存技術の陳腐化

● 中国量子投資 注意 市場成長の牽引 技術覇権争い激化
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深掘り ① ― PQC標準化が最終段階、移行は待ったなし
#08 | 2026/07/30 | NIST (U.S. Department of Commerce) | 技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●●●
市場インパクト●●●●● データ信頼性●●●●● 日本関連度●●●●●

米国国立標準技術研究所（NIST）は、将来の量子コンピュータによる既存暗号の解読からデータと通信を保護するため
、FIPS 203（ML-KEM）、FIPS 204（ML-DSA）、FIPS 205（SLH-DSA）を最終的なポスト量子暗号（PQC）標準
として発行しました。これにより、インターネットトラフィック、金融取引、国家機密など、あらゆるデジタル情報の
セキュリティを確保する上で不可欠な基盤が確立されました。

米国国家安全保障局（NSA）のCNSA 2.0指令により、米国国家安全保障システムは2027年1月までにML-KEMとML-D
SAへの移行が義務付けられ、EUも高リスク部門で2026年末までの移行開始を促しています。この標準化は、政府機関
、テクノロジー企業、金融機関が、量子コンピュータが実用化される前に、現在のインフラを保護するための移行戦略
を策定し、実装することを促すものです。

▶ シニアテクニカルアナリスト

NISTのPQC標準化は、量子コンピューティングがもたらすサイバーセキュリティの脅威に対する明確な
ロードマップを提示しました。特に、米政府が2027年1月という具体的な移行期限を設けたことは、企
業にとって「待ったなし」の状況であることを示唆します。提示されたアルゴリズムは格子ベース暗号
など、既存の暗号と比較して鍵長や署名サイズが増大する傾向にあり、既存システムへの統合にはパフ
ォーマンスやストレージの課題が伴う可能性があります。日本企業にとって、このPQC移行は【脅威】
であると同時に【機会】でもあります。移行が遅れれば、将来的に機密情報が漏洩するリスクが高まり
ますが、PQC対応の製品やサービスを先行して開発・提供できれば、新たな市場を創造する【機会】と
なります。特に、サプライチェーン全体でのPQC対応は複雑であり、自社の製品だけでなく、調達する
部品やソフトウェアのPQC対応状況を早急に確認し、ベンダーとの連携を強化することが不可欠です。

深掘り ② ― 自己実行型シリコン量子プロセッサのブレークスルー
#12 | 2026/07/29 | HRL Laboratories | 技術新規性●●●●● 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○
データ信頼性●●●●● 日本関連度●●●○○

HRLラボラトリーズは、それ自体でエラー訂正を実行する「自己実行型シリコン量子プロセッサ」をNature誌で発表し
ました。従来の外部電子機器のラックを、量子ビットの近くの極低温環境に設置されたカスタム制御チップに置き換え
ることに成功。この高度に統合されたシステムは、制御エラーを10倍低い水準に削減しました。

この技術は、量子ビットの制御に必要な古典的な電子機器の一部を極低温環境内に組み込むことで、外部からの複雑な
配線を大幅に削減し、システムのフットプリントと消費電力を低減します。商用ファウンドリでの製造可能性も示され
、シリコン量子プロセッサの大規模生産とコスト削減への道を開きます。IBMがHRLを買収する最終契約を締結したこ
とも発表されており、この技術統合により量子コンピューティング能力を強化・拡張する予定です。
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▶ シニアテクニカルアナリスト

HRLラボラトリーズの「自己実行型シリコン量子プロセッサ」は、量子コンピューティングのスケーラ
ビリティにおける長年のボトルネックである「配線問題」に対する画期的な解決策を提示しました。制
御エラーを10分の1に削減したという数値は非常に印象的で、フォールトトレラント量子コンピュータ
（FTQC）実現に向けた大きな一歩です。ただし、Nature誌発表とはいえ、まだ基礎研究に近い応用研
究段階であり、大規模システムでの実証には時間がかかるでしょう。日本企業、特に半導体製造技術を
持つ材料・部品メーカーにとっては、このオンチップ制御技術は【機会】となり得ます。シリコン量子
ビットはCMOS互換性が高く、日本の半導体産業の強みを活かせる分野です。IBMによる買収は、この
技術が超伝導量子ビットと並ぶ主要なプラットフォームとして確立される可能性を示唆しており、日本
の半導体関連企業は、この技術動向を注視し、関連する研究開発への投資や国際連携を検討する【機会
】と同時に、技術開発競争の激化という【脅威】にも直面します。
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深掘り ③ ― 日立・Intel・産総研、国産シリコン量子チップ開発へ
#27 | 2026/07/24 | 財経新聞 | 技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●○○ 市場インパクト●●●●○ データ信頼性●●●●○
日本関連度●●●●●

日立製作所は、NEDOの助成事業に採択され、インテルの最先端1.8nmプロセス「Intel 18A」を用いて量子プロセッ
サを試作・製造する政府支援プロジェクトを開始しました。日立、インテルの日本法人、産業技術総合研究所が参画し
、2028年度には50量子ビット級のシリコン量子コンピュータのプロトタイプ、2030年度には1,000量子ビット規模の
3D統合シリコン量子処理プラットフォームの実現を目指します。

このプロジェクトは、シリコンスピン量子ビット技術を中核とし、量子ビットのコヒーレンス時間延長、エラー率の低
減、高精度な制御技術の確立に取り組みます。Intel 18Aのような最先端プロセス技術へのアクセスは、日本の量子技
術開発を加速させる上で非常に大きな意義を持ち、日本の量子技術イノベーション戦略を具現化する重要な取り組みで
す。

▶ シニアテクニカルアナリスト

日立、インテル、産総研による国産シリコン量子チップ開発プロジェクトは、日本の量子技術戦略にお
ける具体的なマイルストーンであり、非常に高い日本関連度を持ちます。2028年に50量子ビット級、2
030年に1,000量子ビット級という目標は野心的ですが、Intel 18Aという最先端プロセス技術を活用す
ることで、その実現可能性は高まります。ただし、シリコン量子ビットは超伝導やイオントラップに比
べて開発が先行しているとは言えず、目標達成には技術的な困難が伴うでしょう。特に、量子エラー訂
正の実装と大規模化は依然として大きな課題です。日本の材料・部品メーカーにとっては、このプロジ
ェクトは【機会】の宝庫です。極低温環境下で動作する半導体材料、3D統合技術、高精度な制御電子部
品など、多岐にわたる技術開発ニーズが生まれます。積極的にこのエコシステムに参画し、技術提案を
行うことで、新たなビジネスチャンスを掴むべきです。一方で、国際的な競争は激しく、目標達成の遅
延は日本の技術的優位性を損なう【脅威】にもなり得ます。

その他の注目記事
Pasqal、論理Qビットが物理Qビットを10倍上回る性能を発揮（Pasqal）
技術新規性●●●●● 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○

中性原子量子コンピューターで論理量子ビットが物理量子ビットを最大10倍上回る性能を実証。フォールトトレラント
量子コンピューティングの実用化を加速する画期的な成果。

オーストラリアと日本、量子技術パートナーシップを強化（オーストラリア政府貿易投資促進庁 (Austrade)）
技術新規性●●○○○ 実用化距離●●●●○ 市場インパクト●●●●○

日豪間の量子技術協力強化は、日本の量子エコシステムにとって研究開発、人材育成、商業化の新たな機会を創出。国
際競争力向上に貢献。

中外製薬が2030年のFTQC実用化を見据え、創薬プロセスを加速する量子コンピューティング活用イニシアチブを推進（Chugai Pharmaceutical Co., Ltd.）
技術新規性●●●○○ 実用化距離●●●○○ 市場インパクト●●●●○

日本の大手製薬企業が2030年のFTQC実用化を見据え、創薬プロセスへの量子コンピューティング導入を加速。材料・
部品メーカーは関連技術ニーズを注視すべき。

BQPが量子最適化でドローンプロペラ設計を変革、2026年にはQuantinuum、XanaduなどがIPO、量子技術が実用段階へ（BQP）
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●●○ 市場インパクト●●●●○

量子最適化によるドローンプロペラ設計の性能向上は、具体的な量子技術の応用事例。主要量子企業のIPOは市場の成
熟と実用化フェーズへの移行を示す。

イリノイ量子マイクロエレクトロニクスパークとQ-STAR（日本）が提携、日米量子エコシステム連携を強化（IQMP Newsroom）
技術新規性●●○○○ 実用化距離●●●●○ 市場インパクト●●●●○
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日米間の量子エコシステム連携強化は、日本の量子スタートアップや中小企業に資金、ネットワーク、投資リソースへ
のアクセスを提供し、国際競争力を高める。
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今週のアクション提案

記事評価マトリクスと機会/脅威分析を踏まえたアクション提案です。

▍即時（今週中）
• 【調達/IT部門】自社およびサプライヤーのITインフラにおける公開鍵暗号の使用状況を緊急棚卸しし、PQC移
行の初期アセスメントを開始すること。

• 【R&D;/経営企画】NISTのPQC標準（ML-KEM, ML-DSA）に関する詳細情報を収集し、自社製品・サービスへ
の影響を評価するタスクフォースを立ち上げること。

• 【経営層】量子コンピューティングの最新動向（IBMの論理量子ビット優位性、D-Waveの実用化事例など）を
把握し、中長期的な事業戦略への影響を検討すること。

▍短期（1ヶ月）
• 【R&D;/半導体PKG】日立・Intel・産総研のシリコン量子チップ開発（#27）やHRLの自己実行型プロセッサ
（#12）の進捗を継続的に追跡し、自社の材料・部品技術が貢献できる領域を特定すること。

• 【EV設計/電池材料】Quemixと東北大学の電池材料シミュレーション（#30）に注目し、量子コンピューティ
ングが新材料開発に与えるインパクトを評価、共同研究の可能性を探ること。

• 【IT/セキュリティ部門】PQC対応ソリューションを提供するベンダー（Versa Networks, Red
Hatなど）と情報交換を開始し、自社システムへのPQC統合パスを検討すること。

▍中長期（四半期〜）
• 【経営企画/R&D;】量子コンピューティングの応用可能性を検討する専門チームを設置し、創薬、材料科学、最
適化問題など、自社のコアビジネスにおける具体的なユースケースを深掘りすること。

• 【R&D;/国際事業】日豪（#15）や日米（#42）の量子技術パートナーシップを活用し、国際共同研究や人材
交流、スタートアップ投資の機会を積極的に模索すること。

• 【調達/IT部門】サプライチェーン全体でのPQC移行を推進するため、主要サプライヤーとの連携を強化し、PQ
C対応のロードマップ策定を支援すること。

troy-technical.jp 独自キュレーション。記事著作権は各原著作者に帰属。 | Gemini API + Claude | 2026-08-01
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収録記事一覧

#01 IBMとシカゴ大学、70個の論理量子ビットで古典計算を凌駕する信頼性の高い「量子優位性」を
実証

#02 量子コンピューティング業界、Monarch Quantumの5500万ドル資金調達、Googleのデュアル

モダリティ戦略転換など多角的な進展を報告

#03 Kvantify、Atom Computing、Aarhus大学が3000万デンマーククローネを獲得し、創薬におけ
る量子結合親和性問題解決へ

#04 Pasqal、中性原子量子コンピューターで論理量子ビットが物理量子ビットを最大10倍上回る性能
を発揮、微分方程式の解決で業界初

#05 Rigetti、HPEおよびピッツバーグスーパーコンピューティングセンターとの連携を拡大し、9量

子ビットシステムでハイブリッド量子古典スーパーコンピューターを構築

#06 AT&T、D-Waveの量子アニーリング技術を活用しネットワーク最適化を1時間から15秒未満に短
縮、運用全域で採用拡大へ

#07 薬理学における量子機械学習が創薬を加速：VQEアルゴリズムで分子の基底状態エネルギーを正
確に計算

#08 NIST、FIPS 203/204/205を最終化し「ポスト量子暗号」標準を確立、米国政府は2027年1月
までにML-KEM/ML-DSAへ移行義務

#09 量子エラー訂正の進化：表面コードがフォールトトレラント量子コンピューティングを実現する
ための数百の物理量子ビットを論理量子ビットに統合

#10 ウォーリック大学、長距離量子ビット通信とスケーラビリティ向上のため「量子フォノンリン

ク」を用いた量子チップアーキテクチャを提案

#11 ライス大学、DOE量子科学センターに参画し、高性能古典コンピューティング上で動作するリア
ルタイム量子エラー訂正デコーディングアルゴリズム開発へ90万ドルの資金を獲得

#12 HRLラボラトリーズ、それ自体でエラー訂正を実行する「自己実行型シリコン量子プロセッサ」
を実証、制御エラーを10分の1に削減

#13 SRI International主導のQED-C、量子ネットワーキングの成熟度ロードマップを発表、セキュ

ア通信、量子コンピューティング、量子センシングの10アプリケーションを特定

#14 SpinQ、次世代超伝導量子チップ技術を探求：コヒーレンス時間とゲート忠実度を大幅に改善
し、幅広い量子スタック互換性を目指す

#15 オーストラリアと日本、量子技術パートナーシップを強化：研究者、企業、投資家を繋ぎ経済成
長と技術進歩を促進

#16 Q-CTRL、量子コンピューティングの実用化を加速するインフラストラクチャソフトウェア
「Fire Opal」と「Boulder Opal」を発表



#17 クリーブランドクリニックとIBM、46量子ビットの量子機械学習フレームワーク「Q-CHIPP」で
ネオ抗原免疫応答予測に成功、免疫腫瘍学に新たな道を拓く

#18 NISTが量子耐性暗号標準3種を最終化、ML-KEMを鍵交換、ML-DSAをデジタル署名に採用し企

業に移行を要求

#19 NIST最終化の量子耐性暗号標準がAIインフラ保護へ、鍵交換ML-KEMとデジタル署名ML-DSAが
中心に

#20 米国政府、量子情報科学技術への2つの大統領令を発令し、CHIPS法経由で量子企業に20億ドル
を投資

#21 米商務省、CHIPS法に基づき量子技術に20.13億ドルの連邦資金を投入、IBMファウンドリに10
億ドルなどIP市場を再形成

#22 カナダ、G7、北欧諸国がデュアルユース技術を含む量子技術の共同研究提案を募集、日本も量子
戦略を推進

#23 PQC Center of Excellenceがポスト量子暗号（PQC）のFAQを公開、NIST標準と米政府機関の
移行義務を解説

#24 QuantinuumとNVIDIAが医薬品R&D向け生成量子AIフレームワーク「GenQAI」を初実証、計
算化学を最適化

#25 米Alliance For Civic Engagementが「Harvest Now, Decrypt Later」脅威を警告、PQC移行の
複雑な課題を強調

#26 ヒューレット財団がAI、バイオ、量子セキュリティに1億ドル助成イニシアチブ開始、PQC移行

と量子安全ネットワークを支援

#27 日立・インテル・産総研、NEDO事業で最先端1.8nm「Intel 18A」プロセスを用いた50量子ビ
ット級シリコン量子チップ開発へ

#28 IBMとシカゴ大学が「論理回路上の信頼できる量子計算」で量子優位性を実証、70論理量子ビッ
トを15分で問題解決

#29 米国初のオープンアクセス量子ネットワーク「ABQ-Net」にInfleqtionなど4社が参加、ニュー
メキシコ州の4.5億ドル投資の一環

#30 QuemixがNEDO事業に採択、「量子コンピュータを用いた電池材料シミュレーション基盤の開
発」を東北大学と共同で推進

#31 中外製薬が2030年のFTQC実用化を見据え、創薬プロセスを加速する量子コンピューティング活
用イニシアチブを推進

#32 NIST標準のML-KEMとは？量子耐性暗号入門として格子ベースの鍵カプセル化メカニズムを解説

#33 D-Wave、AT&Tとの提携拡大とQuantum Circuits買収で商用企業へ移行、CHIPS法で最大1億
ドル資金調達の意向書も締結

#34 量子コンピュータ実用化を左右する「Q-Day」への進展：Google Willow、Quantinuum H2、
Microsoft Majorana 1が重要マイルストーンを達成



#35 Ground State Venturesが8800万ドル「Quantum Technology Fund」を開始、量子コンピュ
ーティングとAIの融合で創薬・材料科学を加速

#36 LatticeForgeがポスト量子暗号（PQC）の実践的プラットフォームを発表、NISTのML-KEM、

ML-DSA、SLH-DSA、FN-DSAをサポート

#37 BQPが量子最適化でドローンプロペラ設計を変革、2026年にはQuantinuum、Xanaduなどが
IPO、量子技術が実用段階へ

#38 ZuriQ、Infineonとの提携で2Dトラップドイオン量子プロセッサ開発を加速、2550万ドルをシ
ード調達

#39 フィンランド大手OP PohjolaとQutwoが量子コンピューティング・AI研究ユニット設立、次世
代金融サービスを加速

#40 中国、量子分野への資金調達が2026年第1四半期に32.04億元に急増、本源量子と国儀量が先行

#41 中国の新浪が「量子計算技術の応用前景」を報じる：金融、医薬品、AIなど多分野で商用化加速

#42 イリノイ量子マイクロエレクトロニクスパークとQ-STAR（日本）が提携、日米量子エコシステ
ム連携を強化

#43 朝鮮日報、スタンフォード・フーバー研究所報告書引用：量子コンピュータが2030年代初頭に
現在の暗号を脅かす可能性

#44 Terra QuantumとApex.AIがNIST標準PQCを実証、長期運用されるクラウド接続型システムへ
量子安全なセキュリティを提供

#45 日立、Intel、AISTがNEDO支援のもとシリコン量子コンピューティング開発プロジェクト開始、

2028年に100キュビットエラー訂正プロトタイプ目指す

#46 Versa NetworksがSASEプラットフォームにNIST標準PQCを統合、既存ネットワークで量子安
全な移行パス提供

#47 Horizon QuantumとQuantum Machinesが提携、超伝導量子コンピュータ「Ember-1」向けリ
アルタイムキャリブレーション開発で効率向上

#48 スペインのMultiverse ComputingがCラウンド資金調達を完了、金融分野の量子アルゴリズム展
開を加速

#49 Red Hat、金融サービス向けPQC移行を促進：RHEL 10で量子耐性暗号に対応

#50 量子コンピューティング株価71%下落も、Quantum Computing Inc.（QUBT）が2社を買収し
商業化を加速

#51 TNO、長距離量子ネットワークの必要性を強調し、量子インターネット実現へコミット

#52 EYがオンサイト量子コンピューティング能力を拡大、30億ドルのグローバル投資で企業変革を
支援

#53 QuantumCore、Waterloo大学と極低温多重化技術で提携、スケーラブル量子コンピューティン
グの配線課題を解決へ



#54 SpinQとDIVBIOが提携、量子コンピューティングを活用した医薬品開発で新たな道筋を模索

#55 HRL Laboratories、自律動作型シリコン量子プロセッサを実証、IBMが買収を決定し量子能力を
強化



#01 IBMとシカゴ大学、70個の論理量子ビットで古典計算
を凌駕する信頼性の高い「量子優位性」を実証

概要

IBMとシカゴ大学の研究者たちは、量子コンピューターが信頼できる計算において主
要な古典的シミュレーション手法の能力を超える「量子優位性」の基本条件を満たし
たことを発表しました。この成果は、ドーピングされたクリフォードサンプリングと

時空コードを用いた新しい符号化量子回路の構築によって達成され、70個の論理量子
ビットを使用した計算が約15分で完了しました。これにより、フォールトトレラント
量子コンピューティングの実用化に向けた重要な一歩が示され、量子コンピューター

が解決できる問題の複雑さが飛躍的に増大する可能性を秘めています。

公開日 2026年07月30日  IBM  アメリカ



詳細

主要成果

IBMとシカゴ大学の研究チームは、70個の論理量子ビットを用いた計算により、従来の
コンピューターでは実質的に不可能だった複雑なタスクを、信頼性高く約15分で実行
し、「量子優位性」を実証しました。これは、量子コンピューターが古典的なスーパー
コンピューターの能力を超える計算能力を持つことを示す画期的な成果です。特に、そ
の計算結果が正確であることを保証する手法も同時に確立された点が重要であり、単な
る高速化に留まらない、実用的な量子コンピューティングの可能性を切り開きました。

技術・臨床詳細

この成果は、符号化された量子回路の新しい構築によって実現されました。研究チーム
は、ドーピングされたクリフォードサンプリングと時空コードを組み合わせることで、
ノイズの多い物理量子ビットから、より安定した「論理量子ビット」を構築し、それら
を用いた計算の忠実度を大幅に向上させることに成功しました。70個の論理量子ビット
は、2,415回の論理2量子ビット操作と468回の論理Tゲートをサポートし、大幅に削減さ
れた論理エラー率で高い回路忠実度を達成しています。論理量子ビットは、複数の物理
量子ビットを組み合わせてエラーを自動訂正し、計算の信頼性を高めることを目的とし
ており、今回のデモンストレーションは、論理量子コンピューティングのこれまでで最
大規模のものの一つとなりました。

背景・業界文脈

「量子優位性」は、量子コンピューターが特定の計算において古典コンピューターの能
力を上回る閾値を意味しますが、その計算結果の信頼性確保が大きな課題でした。今回
の研究は、単に量子優位性を達成するだけでなく、その結果が正確であることを検証す
る新しい手法を確立した点で、業界に大きな影響を与えます。従来の量子優位性の実証
では、結果の検証が困難であることが指摘されていましたが、本研究は「信頼できる量
子計算」という新たな基準を提示しました。これは、量子コンピューティングが科学研
究や産業応用に実際に貢献するための基盤を築くものです。



今後の展望

このブレークスルーは、フォールトトレラント量子コンピューターの開発を加速させる
上で極めて重要です。論理量子ビットの規模と信頼性が向上したことで、より複雑な化
学シミュレーション、新素材開発、創薬といった分野での応用が現実味を帯びてきま
す。IBMは、今後も論理量子ビットの数を増やし、エラー訂正技術を洗練させること
で、2029年までに商用的に価値のある量子計算が実現できると予測しており、今回の成
果はそのロードマップにおける重要なマイルストーンとなるでしょう。将来的には、現
在のスーパーコンピューターでは数千年かかるような計算も、量子コンピューターが短
時間で解決する時代が到来するかもしれません。

元記事: https://www.ibm.com/quantum/blog/quantum-advantage

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.ibm.com/quantum/blog/quantum-advantage


#02 量子コンピューティング業界、Monarch Quantumの
5500万ドル資金調達、Googleのデュアルモダリティ戦略
転換など多角的な進展を報告

概要

量子コンピューティング業界は、複数の企業や研究機関で重要な進展を遂げました。

Monarch QuantumはSerendipity Capital主導で5500万ドルの成長ラウンドを確保し、
量子光エンジンの生産拡大を目指します。Google Quantum AIは、超伝導に加え中性
原子量子コンピューティングを導入し、デュアルモダリティ戦略へと転換しました。

また、QpiAIとAlliance Universityは、インド初の商用8量子ビット超伝導量子システム
を大学内に設置したAU QUASAR Experience Centerを開設しました。さらに、富士通と
大阪大学は、分子エネルギー計算の効率化に向けた新しい量子フレームワークを発表

し、初期のフォールトトレラント量子コンピューターでの複雑な分子シミュレーショ
ンを可能にします。

公開日 2026年07月25日  Quantum Computing Report  アメリカ



詳細

主要成果

2026年7月、量子コンピューティング分野では、資金調達、技術戦略の多様化、国際協
力、および特定の応用における計算能力の向上が見られました。Monarch Quantumが
5500万ドルの大型資金調達を達成した一方、Google Quantum AIは、複数の量子ハード
ウェアモダリティを並行して追求する「デュアルモダリティ」戦略への転換を発表しま
した。アジア地域では、インドが国内初の商用量子コンピューターを設置し、日本企業
と大学は分子シミュレーション技術のブレークスルーを発表するなど、グローバルな競
争と協力が加速しています。

技術・臨床詳細

Monarch Quantumの資金調達: Serendipity Capital主導の5500万ドルの成長ラウンド
を確保し、量子光エンジンの生産規模拡大を目指します。これは、光ベースの量子コ
ンピューティング技術の実用化を加速させるための重要な投資です。

Google Quantum AIのデュアルモダリティ戦略: 従来の超伝導研究プログラムに加
え、新たに中性原子量子コンピューティングを追加しました。このアプローチは、異
なる量子ビット技術の長所を組み合わせることで、スケーラビリティと性能の向上を
目指すものです。

QpiAIとAlliance University: インドに初の商用8量子ビット超伝導量子システムを設
置したAU QUASAR Experience Centerを立ち上げました。これは、新興市場における
量子コンピューティングインフラの構築と人材育成の加速を示しています。

富士通と大阪大学の分子モデル最適化技術: STARアーキテクチャver. 3と分子モデル
最適化技術を組み合わせた新しいフレームワークを発表しました。これにより、初期
のフォールトトレラント量子コンピューターでも複雑な分子エネルギー計算を効率的
に実行できるようになり、創薬や新素材開発への応用が期待されます。



背景・業界文脈

量子コンピューティングは、まだ発展途上の技術ですが、その潜在的な影響力は非常に
大きいため、世界中で大規模な投資と研究が行われています。Monarch Quantumの資
金調達は、特定のハードウェアモダリティ、特に光量子コンピューティングへの関心と
期待の高さを示しています。Googleのデュアルモダリティ戦略は、単一の技術に依存す
るリスクを分散し、より広範な問題に対応可能な汎用性の高い量子コンピューター開発
を目指す動きと言えます。インドにおける商用システムの設置は、量子コンピューティ
ングの地域的なエコシステムの構築を促進し、新たなイノベーションハブとなる可能性
を秘めています。富士通と大阪大学の成果は、量子コンピューターが特定の科学的課題
解決において、古典的な手法を補完し、最終的に凌駕する具体的な道筋を示していま
す。

今後の展望

これらの進展は、量子コンピューティングの実用化に向けた多角的なアプローチが業界
全体で進行していることを浮き彫りにしています。資金調達は研究開発の加速を、デュ
アルモダリティ戦略は技術の多様性と頑健性を、地域的なインフラ構築はアクセスと普
及を、そして具体的な計算能力の向上は早期の産業応用を促進します。特に、分子シミ
ュレーションにおける進展は、化学、材料科学、製薬といった産業において、革新的な
ブレークスルーをもたらす可能性があり、量子コンピューターが学術研究から実用的な
ツールへと進化する道のりを示しています。今後数年間で、これらの基礎的な進展が、
より大規模で汎用性の高い量子コンピューターの開発へと繋がることが期待されます。

元記事: https://quantumcomputingreport.com/news-archive-2026/

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://quantumcomputingreport.com/news-archive-2026/


#03 Kvantify、Atom Computing、Aarhus大学が3000万
デンマーククローネを獲得し、創薬における量子結合親和
性問題解決へ

概要

Kvantify、Atom Computing、Aarhus大学のコンソーシアムは、Innovation Fund

Denmarkから3000万デンマーククローネの資金を獲得し、創薬の初期段階における結
合親和性問題の解決を目指す「EarlyBIRDD」プロジェクトを開始しました。このプロ
ジェクトは、量子コンピューティングを活用して、計算負荷の高い創薬プロセスの効

率化を図るものです。複雑な生体医科学データの処理に量子機械学習アルゴリズムが
有望視されており、疾患リスク予測や新薬開発の加速に寄与する可能性を秘めていま
す。

公開日 2026年07月28日  BlueQubit  デンマーク



詳細

主要成果

Kvantify、Atom Computing、そしてAarhus大学が主導する「EarlyBIRDD」プロジェクト
は、Innovation Fund Denmarkから3000万デンマーククローネ（約430万米ドル）の助成
金を獲得しました。この資金は、創薬における最も計算負荷の高い初期段階の一つであ
る、分子の結合親和性問題に量子コンピューティングを適用することで、医薬品開発プ
ロセスを大幅に加速させることを目的としています。このプロジェクトは、量子機械学
習アルゴリズムが複雑な生体医科学データの処理において持つ可能性を具体的に実証し
ようとするものです。

技術・臨床詳細

「EarlyBIRDD」プロジェクトは、量子コンピューティングの力を活用して、分子間の結
合親和性をより正確かつ効率的に予測するアルゴリズムと手法を開発します。創薬プロ
セスでは、多数の候補分子の中から、ターゲットとなるタンパク質と強力に結合するも
のを特定する必要があります。この結合親和性の計算は、古典的なコンピューターでは
膨大な計算資源と時間を要しますが、量子コンピューターは、分子レベルでの量子力学
的相互作用をより本質的にシミュレーションできるため、この課題に対して優位性を持
つと期待されています。具体的には、量子機械学習（QML）アルゴリズムを用いて、疾
患のリスク予測モデルを改善し、創薬パイプラインを加速するための基盤を築きます。

背景・業界文脈

創薬は、非常に時間とコストがかかるプロセスであり、初期段階での候補分子のスクリ
ーニングは特に計算集約的です。結合親和性の予測精度の向上は、研究開発の効率を高
め、より有望な薬剤候補を迅速に特定するために不可欠です。量子コンピューティン
グ、特にQMLは、金融、ヘルスケア、サイバーセキュリティ、ロジスティクス、AIとい
った様々な産業において、これまでの限界を超える可能性を秘めているとされていま
す。今回のデンマークからの大型資金調達は、量子技術が創薬という具体的な高インパ
クト分野で実用的な価値を生み出すことへの期待の表れであり、産学連携による研究開
発の重要性を示しています。



今後の展望

EarlyBIRDDプロジェクトの成功は、創薬分野に革命をもたらす可能性があります。結合
親和性予測の精度と速度が向上すれば、新薬開発にかかる期間とコストが削減され、よ
り多くの患者に革新的な治療法を届けられるようになるでしょう。また、このプロジェ
クトで開発される技術は、創薬だけでなく、パーソナライズ医療、診断学、さらには材
料科学といった関連分野にも応用される可能性があります。量子コンピューティングと
機械学習の融合は、生命科学における未解決の課題に対する新たな視点と解決策を提供
し、将来のヘルスケア産業の変革を牽引する重要なドライビングフォースとなることが
期待されます。

元記事: https://www.bluequbit.io/blog/quantum-computing-use-cases

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.bluequbit.io/blog/quantum-computing-use-cases


#04 Pasqal、中性原子量子コンピューターで論理量子ビッ
トが物理量子ビットを最大10倍上回る性能を発揮、微分方
程式の解決で業界初

概要

Pasqalは、中性原子プロセッサ上で微分方程式を解く際に、論理量子ビットが物理量

子ビットを平均で50%以上、特定の非線形問題では10倍も上回る性能を発揮すること
を初めて実証しました。この画期的な成果は、エラーを低減するように設計された論
理量子ビットが、実用的な問題に対して大幅に優れた結果を提供できることを示す業

界初の事例です。Pasqalのニュートラルアトムプロセッサは、99.4%のゲート忠実度を
達成しており、最適化、シミュレーション、機械学習など幅広い産業応用への道を拓
きます。

公開日 2026年07月28日  Pasqal  フランス



詳細

主要成果

Pasqalは、中性原子量子コンピューティングの分野で業界初となる、論理量子ビットが
物理量子ビットを大幅に上回る性能を発揮することを実証しました。具体的には、微分
方程式を解くタスクにおいて、論理量子ビットは平均で50%以上の性能向上を示し、特
定の非線形問題では物理量子ビットに比べて最大10倍の高速化を達成しました。この成
果は、エラー訂正が施された論理量子ビットが、実際のハードウェア上で実用的な計算
問題に対して顕著な優位性をもたらすことを明確に示しており、フォールトトレラント
量子コンピューティングの実用化に向けた重要なマイルストーンとなります。

技術・臨床詳細

Pasqalは、自社のニュートラルアトムプロセッサ上でこのデモンストレーションを実施
しました。中性原子量子コンピューターは、レーザーによって捕捉・操作される中性原
子を量子ビットとして利用する方式で、固有のスケーラビリティと高いゲート忠実度
（Pasqalのシステムでは99.4%）を特徴とします。今回の研究では、エラーを低減する
ために複数の物理量子ビットを組み合わせて構成される論理量子ビットが使用されまし
た。論理量子ビットは、量子情報をノイズから保護し、より長時間のコヒーレンスを維
持することで、複雑な計算をより正確に実行することを可能にします。微分方程式の解
決は、流体力学、材料科学、金融モデリングなど多岐にわたる科学・工学分野で基礎と
なる計算であり、今回の性能向上はこれらの分野における量子コンピューティングの応
用可能性を大きく広げるものです。

背景・業界文脈

量子コンピューティングの発展において、量子ビットのエラーは長年の課題でした。物
理量子ビットは非常にデリケートであり、環境ノイズの影響を受けやすく、計算エラー
が発生しやすい性質があります。この問題を解決するために研究が進められているの
が、量子エラー訂正技術を用いた「論理量子ビット」の構築です。論理量子ビットは、
複数の物理量子ビットの情報を冗長に符号化することで、エラーを検出・修正し、計算
の信頼性を向上させます。Pasqalの今回の実証は、論理量子ビットが単なる理論上の概
念ではなく、実際のハードウェア上で具体的な性能向上をもたらすことを示した点で、
業界にとって画期的な意味を持ちます。特に中性原子プラットフォームでのこの種のブ
レークスルーは、超伝導やイオントラップといった他の主要な量子ビット技術との競争
において、その優位性を示すものです。



今後の展望

Pasqalの今回の成果は、量子コンピューティングの商用化への道のりを大きく短縮する
可能性を秘めています。論理量子ビットによる性能向上が実証されたことで、最適化問
題、量子シミュレーション、機械学習といった広範な産業応用分野において、量子コン
ピューターの実用性が飛躍的に高まります。特に、高精度なシミュレーションが求めら
れる材料科学や創薬分野では、微分方程式の効率的な解決能力が画期的な発見につなが
る可能性があります。Pasqalは今後も、論理量子ビットの規模と性能を向上させ、より
複雑な実世界の問題を解決できるフォールトトレラント量子コンピューターの開発を加
速させていくと予想されます。この進展は、量子コンピューティングが単なる研究段階
から、産業界で真の価値を提供する段階へと移行する上で、重要な一歩となるでしょ
う。

元記事: https://www.pasqal.com/newsroom/pasqal-demonstrates-logical-qubits-outperform-physical-

qubits-solving-differential-equations-an-industry-first-for-neutral-atom-quantum-computing/

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.pasqal.com/newsroom/pasqal-demonstrates-logical-qubits-outperform-physical-qubits-solving-differential-equations-an-industry-first-for-neutral-atom-quantum-computing/
https://www.pasqal.com/newsroom/pasqal-demonstrates-logical-qubits-outperform-physical-qubits-solving-differential-equations-an-industry-first-for-neutral-atom-quantum-computing/


#05 Rigetti、HPEおよびピッツバーグスーパーコンピュー
ティングセンターとの連携を拡大し、9量子ビットシステ
ムでハイブリッド量子古典スーパーコンピューターを構築

概要

Rigetti Computingは、Hewlett Packard Enterprise (HPE) およびピッツバーグスーパー

コンピューティングセンター (PSC) との連携を拡大し、新しいハイブリッド量子古典
スーパーコンピューター「TangleLab」を構築すると発表しました。Rigettiは国立科学
財団からの500万ドルの助成金によって資金提供されるPSCの新しいテストベッドに、

9量子ビットのNovera™量子コンピューティングシステムを提供します。このプロジェ
クトは、RigettiとHPEによるハイブリッド量子古典高性能コンピューティングシステム
を商業化するための既存の戦略的コラボレーションを強化するものです。

公開日 2026年07月27日  Rigetti Computing  アメリカ



詳細

主要成果

Rigetti Computingは、Hewlett Packard Enterprise (HPE) およびピッツバーグスーパーコ
ンピューティングセンター (PSC) との協業を深化させ、革新的なハイブリッド量子古典
スーパーコンピューティングテストベッド「TangleLab」を構築することを発表しまし
た。このプロジェクトの中心は、RigettiがPSCに提供する9量子ビットのNovera™量子コ
ンピューティングシステムであり、これは国立科学財団（NSF）から提供される500万
ドルの助成金によって資金提供されます。この取り組みは、量子コンピューティングと
古典的な高性能コンピューティング（HPC）の統合を加速し、より複雑な科学的・産業
的課題の解決を目指します。

技術・臨床詳細

TangleLabは、Rigettiの超伝導量子プロセッサである9量子ビットNovera™システムと、
HPEの高性能古典コンピューティングインフラストラクチャを組み合わせたハイブリッ
ドアーキテクチャを採用します。この統合により、量子コンピューターが特定の計算集
約型タスクを効率的に処理し、その結果を古典コンピューターがさらに分析・拡張する
というワークフローが可能になります。Novera™システムは、Rigettiのチップ設計と製
造プロセスにおける最新の進歩を反映しており、高い忠実度と安定性を提供します。こ
のハイブリッドモデルは、古典的なスーパーコンピューターと量子コンピューターの長
所を組み合わせることで、従来のコンピューター単独では実現困難な問題に取り組むた
めの強力なプラットフォームを構築することを目的としています。

背景・業界文脈

量子コンピューターはまだ初期段階にあり、大規模なフォールトトレラントシステムが
実用化されるまでには時間がかかると予想されています。そのため、量子コンピュータ
ーと古典コンピューターを組み合わせたハイブリッドアプローチは、今日の技術で量子
コンピューティングの潜在能力を活用するための現実的な道筋として注目されていま
す。RigettiとHPEは以前からこの分野で戦略的提携を進めており、今回のPSCとの連携
拡大は、その商業化戦略をさらに加速させるものです。国立科学財団からの助成金は、
量子技術の研究開発における政府の強力な支援を示しており、特に基礎研究から応用研
究への橋渡しを促進する上で重要な役割を果たします。



今後の展望

TangleLabスーパーコンピューティングテストベッドの構築は、量子技術のアクセシビ
リティを高め、様々な研究分野での応用を促進すると期待されます。研究者やエンジニ
アは、このハイブリッドシステムを利用して、材料科学、創薬、金融モデリング、人工
知能といった分野における新たなアルゴリズムやアプリケーションを探索できるように
なります。また、このプロジェクトは、大規模な量子コンピューティングシステムの運
用、管理、および最適化に関する貴重な知見を提供するでしょう。Rigetti、HPE、PSC

の三者連携は、ハイブリッド量子古典コンピューティングが将来的にデータセンターや
研究機関において標準的な計算パラダイムとなる可能性を示唆しており、実用的な量子
コンピューティングの実現に向けた重要なステップとなります。

元記事: https://investors.rigetti.com/news-releases/news-release-details/rigetti-expands-collaboration-

hpe-and-pittsburgh-supercomputing

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://investors.rigetti.com/news-releases/news-release-details/rigetti-expands-collaboration-hpe-and-pittsburgh-supercomputing
https://investors.rigetti.com/news-releases/news-release-details/rigetti-expands-collaboration-hpe-and-pittsburgh-supercomputing


#06 AT&T、D-Waveの量子アニーリング技術を活用しネ
ットワーク最適化を1時間から15秒未満に短縮、運用全域
で採用拡大へ

06_AT&T、D-Waveの量子アニーリング技術を活用しネットワーク最適化を1時間から15秒未
満に短縮、

概要

AT&TはD-Wave Quantum Inc.との契約を拡大し、D-Waveの量子コンピューティング技
術をネットワーク運用全体にわたる複雑な最適化課題解決に利用すると発表しまし

た。AT&TはD-Waveのアニーリング量子コンピューティング技術を、すでに同社のエ
ージェントAIソリューションを強化しているツールに統合することに注力します。初
期のアプリケーションでは、AT&Tはネットワーク最適化ワークロードの処理時間を約

1時間から15秒未満に大幅に短縮することに成功し、量子技術の具体的な実用化を示し
ました。

公開日 2026年07月27日  AT&T  アメリカ



詳細

主要成果

AT&Tは、D-Wave Quantum Inc.との提携を強化し、D-Waveの量子コンピューティング
技術を同社の広範なネットワーク運用に導入することで、複雑な最適化問題の解決を加
速すると発表しました。この協定は、AT&TがD-Waveのアニーリング量子コンピューテ
ィング技術の利用を拡大し、特にネットワーク最適化ワークロードの処理時間を劇的に
短縮することを目指すものです。初期の導入では、従来の約1時間かかっていた処理を
15秒未満にまで短縮することに成功し、量子コンピューティングが実世界のビジネス課
題に具体的な価値をもたらすことを明確に示しました。

技術・臨床詳細

AT&Tは、D-Waveの量子アニーリング技術を、すでに同社のエージェントAIソリューシ
ョンを強化している既存のツール群に統合することから開始します。量子アニーリング
は、最適化問題において最もエネルギーの低い状態（最適な解）を見つけることに特化
した量子コンピューティングの一種です。AT&Tにとって、ネットワークのトラフィッ
クルーティング、リソース割り当て、サプライチェーン管理といった運用上の課題は、
膨大な数の変数を伴う複雑な最適化問題であり、D-Waveの技術はこれらの問題に対す
るより高速かつ効率的な解決策を提供します。具体的な数値として、初期アプリケーシ
ョンにおいて処理時間を1時間から15秒未満へと約99.6%削減したことは、その効果の
大きさを物語っています。

背景・業界文脈

通信業界では、ネットワークの複雑性が増大する中で、リアルタイムに近い速度での最
適化が喫緊の課題となっています。5GやIoTデバイスの普及によりデータトラフィック
が爆発的に増加し、ネットワークリソースの効率的な管理と最適化がサービスの品質と
コスト効率に直結しています。D-Waveは量子アニーリングのパイオニアであり、その
技術は製造、物流、金融など、さまざまな産業での最適化問題にすでに適用されていま
す。AT&Tのような大手通信事業者がD-Waveの技術を採用し、具体的な成果を出したこ
とは、量子コンピューティングが研究室の段階を超え、実用的なビジネスツールとして
確立されつつあることを示す強力な証拠となります。これは、通信インフラにおける量
子技術の採用を加速させる重要な先行事例となるでしょう。



今後の展望

AT&TとD-Waveの連携拡大は、量子コンピューティングが通信業界の基盤インフラに深
く統合される未来を示唆しています。ネットワーク運用全体での量子技術の利用拡大
は、AT&Tがより堅牢で効率的かつ応答性の高いサービスを顧客に提供できるようにな
ることを意味します。これにより、ダウンタイムの削減、帯域幅の最適化、新しいサー
ビスの迅速な展開が可能になるでしょう。将来的には、これらの最適化能力は、スマー
トシティ、自動運転車、遠隔医療など、高度な接続性を必要とする次世代技術の発展を
支えることにも繋がります。この成功事例は、他の業界においても量子コンピューティ
ングが実用的な価値を生み出すためのベンチマークとなり、広範な導入を促進する可能
性を秘めています。

元記事: https://www.dwavequantum.com/company/newsroom/press-release/at-t-signs-agreement-to-

expand-use-of-d-wave-s-quantum-computing-technology/

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.dwavequantum.com/company/newsroom/press-release/at-t-signs-agreement-to-expand-use-of-d-wave-s-quantum-computing-technology/
https://www.dwavequantum.com/company/newsroom/press-release/at-t-signs-agreement-to-expand-use-of-d-wave-s-quantum-computing-technology/


#07 薬理学における量子機械学習が創薬を加速：VQEアル
ゴリズムで分子の基底状態エネルギーを正確に計算

概要

量子機械学習（QML）は、量子コンピューティングの原理と機械学習アルゴリズムを
統合し、古典コンピューターでは非効率な方法でデータを処理・分析する新しい分野
です。薬理学において、QMLは分子が本質的に量子力学的であるという特性を活か

し、創薬を加速し、疾患リスク予測を改善する可能性を秘めています。特に、VQE

（変分量子固有値ソルバー）のようなハイブリッドアルゴリズムは、分子の基底状態
エネルギーを正確に計算するために設計されており、これは分子の挙動を予測し、新

薬を設計する上で不可欠な要素となります。

公開日 2026年07月25日  Qupharm  不明



詳細

主要成果

量子機械学習（QML）は、薬理学、特に創薬の分野で革新的な可能性を秘めています。
QMLは、量子コンピューティングの原理と古典的な機械学習アルゴリズムを融合させる
ことで、従来のコンピューターでは効率的に処理できない複雑な生体分子データを分析
する新しい道筋を提供します。この技術は、分子の世界が本質的に量子力学的であると
いう特性を最大限に活用し、疾患のリスク予測を改善し、新薬開発のプロセスを大幅に
加速する可能性を秘めています。特に、変分量子固有値ソルバー（VQE）のようなハイ
ブリッド量子古典アルゴリズムの進展が、この分野での具体的な成果を生み出し始めて
います。

技術・臨床詳細

QMLは、量子ビットの重ね合わせやエンタングルメントといった量子現象を利用して、
古典的なアルゴリズムでは扱いきれない規模のデータや複雑なパターンを処理すること
ができます。薬理学における応用として、QMLは以下のようなタスクに利用されます。
まず、分子の電子構造計算において、VQEアルゴリズムは分子の基底状態エネルギーを
非常に高い精度で計算します。これは、分子の安定性、反応性、および他の分子との相
互作用を予測するために不可欠です。次に、タンパク質のフォールディング問題や、薬
物ターゲットとの結合親和性予測など、計算負荷の高いシミュレーションを効率化しま
す。また、患者の遺伝子データや臨床データから疾患バイオマーカーを特定し、治療薬
の効果を予測するための新しいモデルを構築する可能性も秘めています。

背景・業界文脈

従来の創薬プロセスは、候補化合物の合成とスクリーニングに膨大な時間とコストを要
します。古典的なコンピューターシミュレーションは、特定の段階で効率化をもたらし
ましたが、分子レベルの量子力学的精度が求められる計算では、依然として限界があり
ます。このような背景から、分子の挙動をより正確にモデル化できる量子コンピューテ
ィングへの期待が高まっています。QMLは、このギャップを埋める技術として注目され
ており、創薬だけでなく、パーソナライズ医療、材料科学、化学産業など、分子レベル
の理解が不可欠な分野全体に影響を与えると予測されています。初期段階のQMLアルゴ
リズムは、古典的な手法と比較して、まだ規模や汎用性で課題を抱えていますが、その
精度と効率性の向上は、今後の研究開発の大きな推進力となるでしょう。



今後の展望

QMLの発展は、創薬パイプラインを劇的に短縮し、より効果的で副作用の少ない薬剤の
発見を加速する未来を描いています。VQEのようなアルゴリズムの最適化と、より多く
の量子ビットを持つ量子ハードウェアの登場により、これまで不可能だった規模の分子
シミュレーションが可能になるでしょう。これにより、新しい治療標的の特定、リード
化合物の最適化、および毒性予測の改善が期待されます。また、QMLは、創薬プロセス
全体をインテリジェントにガイドするだけでなく、疾患の早期診断や個別化された治療
戦略の策定にも貢献する可能性があります。量子と機械学習の相乗効果は、生命科学研
究におけるパラダイムシフトを引き起こし、医薬品開発の未来を再構築する鍵となるで
しょう。

元記事: https://qupharm.org/pages/quantum-machine-learning-in-pharmacology-transforming-drug-

discovery-from-the-ground-up

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://qupharm.org/pages/quantum-machine-learning-in-pharmacology-transforming-drug-discovery-from-the-ground-up
https://qupharm.org/pages/quantum-machine-learning-in-pharmacology-transforming-drug-discovery-from-the-ground-up


#08 NIST、FIPS 203/204/205を最終化し「ポスト量子暗
号」標準を確立、米国政府は2027年1月までにML-
KEM/ML-DSAへ移行義務

概要

NIST（米国国立標準技術研究所）は、FIPS 203（ML-KEM）、FIPS 204（ML-DSA）、

FIPS 205（SLH-DSA）を最終的なポスト量子暗号（PQC）標準として発行しました。こ
れは、将来の量子コンピューターによる既存暗号の解読からデータと通信を保護する
ためのものです。NSA CNSA 2.0指令により、米国国家安全保障システムは2027年1月

までにML-KEMとML-DSAへの移行が義務付けられ、EUも高リスク部門で2026年末ま
での移行開始を促しています。この標準化は、インターネットトラフィック、金融取
引、国家機密など、あらゆるデジタル情報のセキュリティを確保する上で不可欠で

す。

公開日 2026年07月30日  NIST (U.S. Department of Commerce)  アメリカ



詳細

主要成果

米国国立標準技術研究所（NIST）は、将来の量子コンピューターの脅威からデジタル情
報を保護するための「ポスト量子暗号（PQC）」の最終標準として、FIPS 203（鍵交換
のためのML-KEM）、FIPS 204（デジタル署名のためのML-DSA）、およびFIPS 205（デ
ジタル署名のためのSLH-DSA）を発行しました。これにより、インターネットトラフィ
ック、金融取引、国家機密など、世界中のあらゆるデジタル通信と保存データの安全性
を確保するための重要な基盤が確立されました。米国国家安全保障局（NSA）のCNSA

2.0指令は、すべての新しい米国国家安全保障システムに対し、2027年1月までにML-
KEMとML-DSAの採用を義務付けており、国際的な移行の動きが加速しています。

技術・臨床詳細

ポスト量子暗号は、古典コンピューターと将来の量子コンピューターの両方にとって解
読が計算上困難な数学的問題を利用して機能します。NISTが最終化した主要なアルゴリ
ズムは以下の通りです。

FIPS 203 (ML-KEM, 旧CRYSTALS-Kyber): 鍵確立メカニズム（Key Encapsulation

Mechanism: KEM）のための標準です。共有秘密鍵を安全に生成するために使用さ
れ、TLS（Transport Layer Security）プロトコルなどにおける鍵交換のセキュリティ
を確保します。

FIPS 204 (ML-DSA, 旧CRYSTALS-Dilithium): デジタル署名アルゴリズム（Digital

Signature Algorithm: DSA）のための標準です。メッセージの真正性と完全性を検証
するために使用され、ソフトウェアのアップデート、電子取引、ID認証などのセキュ
リティを保証します。

FIPS 205 (SLH-DSA, 旧Sphincs+): デジタル署名のためのもう一つの標準で、ステー
トレスでハッシュベースの署名方式を提供します。主に、異なるセキュリティ要件や
リソース制約に対応するために選定されました。

これらのアルゴリズムは、格子ベース暗号（ML-KEM, ML-DSA）やハッシュベース暗号
（SLH-DSA）といった、量子コンピューターによる攻撃に耐性がある数学的問題に基づ
いて設計されています。TLSなどのプロトコルでは、既にML-KEMと楕円曲線暗号を組
み合わせた新しいハイブリッド鍵確立プロトコルが確立されており、Cloudflareネット
ワークでは2026年6月時点で人間のトラフィックの70%がこれらの新しいアルゴリズム
をサポートしていると報告されています。



背景・業界文脈

量子コンピューターの出現は、RSAや楕円曲線暗号（ECC）といった現在の公開鍵暗号
システムの多くを危険にさらす可能性があります。シュアのアルゴリズムが十分に大き
な量子コンピューター上で実行されれば、これらの暗号は容易に破られるでしょう。こ
の「量子ハルマゲドン」の脅威に対処するため、NISTは2016年からPQC標準化プロセス
を開始し、世界中の暗号研究者と協力して耐量子性のあるアルゴリズムを選定してきま
した。今回の標準化は、政府機関、テクノロジー企業、金融機関が、量子コンピュータ
ーが実用化される前に、現在のインフラを保護するための移行戦略を策定し、実装する
ことを促すものです。NSA CNSA 2.0やEU PQCロードマップのような指令・推奨は、こ
の移行が単なる推奨事項ではなく、サイバーセキュリティの必須要件であることを示し
ています。

今後の展望

PQC標準の最終化は、サイバーセキュリティ業界にとって画期的な出来事であり、今後
数年間にわたる大規模な移行作業の始まりを告げるものです。米国政府は2027年1月と
いう明確な期限を設けており、これは政府機関およびそれにサービスを提供する企業に
迅速な行動を促します。EUも高リスク部門で2026年末までに移行を開始し、2030年か
ら2035年までに完全な移行を完了する計画です。この移行は、ソフトウェアのアップデ
ート、ハードウェアの交換、プロトコルの変更など、多岐にわたる複雑な作業を伴いま
すが、デジタル社会の信頼性と安全性を維持するために不可欠です。NISTは、これらの
新しいアルゴリズムの実装を支援するためのガイドラインを継続的に提供し、組織が
PQCへの移行を円滑に進められるよう支援していくでしょう。これにより、量子時代に
おける安全な通信とデータの保護が保証される未来が期待されます。

元記事: https://www.nist.gov/blogs/taking-measure/quantum-computers-may-put-internet-traffic-risk-

nist-safeguarding-computers-new

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.nist.gov/blogs/taking-measure/quantum-computers-may-put-internet-traffic-risk-nist-safeguarding-computers-new
https://www.nist.gov/blogs/taking-measure/quantum-computers-may-put-internet-traffic-risk-nist-safeguarding-computers-new


#09 量子エラー訂正の進化：表面コードがフォールトトレ
ラント量子コンピューティングを実現するための数百の物
理量子ビットを論理量子ビットに統合

概要

量子エラー訂正（QEC）は、量子プロセッサ内で常に発生するエラーの蓄積を防ぎ、

最終的に物理的な寿命よりも長くデータを保持する論理量子ビットを構築するための
不可欠な技術です。この技術は、単一の量子ビットの情報を複数の物理量子ビットに
冗長に符号化し、エラーを直接測定することなく検出および修正することを可能にし

ます。表面コードは、QECを実現するための主要なアプローチの一つであり、一般的
に数百から約1,000個の物理量子ビットを組み合わせて1つの信頼性の高い論理量子ビ
ットを形成することを必要とします。

公開日 2026年07月29日  Quantagram  不明



詳細

主要成果

量子コンピューティングの発展において、量子エラー訂正（QEC）は、実用的なフォー
ルトトレラント量子コンピューターを実現するための最も重要な課題の一つです。QEC
は、量子ビットが環境ノイズによって常にエラーを起こすという根本的な問題を解決す
るために不可欠な技術であり、複数の物理量子ビットを用いて一つの安定した「論理量
子ビット」を構築することを目的とします。特に「表面コード」は、この目標を達成す
るための主要なアプローチとして認識されており、数百から約1,000個の物理量子ビッ
トを統合することで、ノイズ耐性の高い論理量子ビットを形成します。

技術・臨床詳細

量子ビットは非常にデリケートであり、デコヒーレンス（量子状態の崩壊）やゲート操
作の不完全性などにより、常にエラーが発生します。QECは、これらのエラーの蓄積を
防ぎ、量子情報の完全性を維持するために設計されています。その核心は、1つの論理
量子ビットの情報を、物理的に複数の量子ビット（通常は数百個）に冗長に符号化する
ことにあります。これにより、個々の物理量子ビットにエラーが発生しても、論理量子
ビットの情報は保護されます。表面コードは、物理量子ビットを2次元格子状に配置
し、隣接する量子ビット間で特定の測定を行うことで、量子情報のビットフリップエラ
ーや位相フリップエラーを特定し、修正します。このプロセスは、エラーを直接測定す
るのではなく、その「サイン」を検出する形で実行されるため、量子情報を破壊するこ
となくエラー訂正が可能です。QECサイクルは毎秒何千回も実行される必要があり、エ
ラーの位置を推測するためには、デコーダと呼ばれる計算負荷の高い古典的アルゴリズ
ムが不可欠です。



背景・業界文脈

現在の量子コンピューターは「NISQ（Noisy Intermediate-Scale Quantum）」デバイス
と呼ばれ、ノイズが多くエラー訂正が十分に機能しないため、実行できる計算の種類や
規模が限られています。フォールトトレラント量子コンピューティング（FTQC）の実
現には、QECが不可欠であり、業界の主要なロードマップはすべて、エラー訂正が新し
いエラーの発生率を上回る規模でFTQCに到達することを目標としています。表面コー
ドは、その比較的高いエラー耐性と2次元アーキテクチャの適合性から、超伝導、イオ
ントラップ、シリコン量子ビットなど、様々な物理量子ビットプラットフォームで広く
研究され、実装が進められています。例えば、MicrosoftのMajorana 2プロセッサのよう
なトポロジカル量子コンピューターも、エラー訂正オーバーヘッドを削減する可能性を
秘めたアプローチとして注目されています。

今後の展望

QEC技術、特に表面コードの継続的な進歩は、量子コンピューティングの実用化を決定
づける鍵となります。数百の物理量子ビットから1つの論理量子ビットを構築するとい
う要件は、量子コンピューターのスケーラビリティに対する大きな挑戦ですが、HRL

Laboratoriesが自己実行型シリコン量子プロセッサを実証したり、ライス大学がリアル
タイムQECデコーディングアルゴリズムの開発に焦点を当てたりと、この分野での進展
は著しいです。最終的に、エラーを効果的に訂正し、長時間のコヒーレンスを維持でき
る論理量子ビットを大規模に構築することができれば、現在の古典コンピューターでは
不可能とされる複雑な問題（新素材開発、創薬、複雑な最適化問題など）を解決する道
が開かれます。QECの研究開発は、量子コンピューティングが持つ真の潜在能力を引き
出し、社会に広範な影響を与えるための不可欠なステップです。

元記事: https://quantagram.org/articles/quantum-error-correction/

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://quantagram.org/articles/quantum-error-correction/


#10 ウォーリック大学、長距離量子ビット通信とスケーラ
ビリティ向上のため「量子フォノンリンク」を用いた量子
チップアーキテクチャを提案

概要

ウォーリック大学の研究者たちは、量子チップ内での長距離量子ビット通信を改善

し、スケーラビリティを向上させる新しい量子チップアーキテクチャを提案しまし
た。このアプローチは、現在の量子チップが抱える、量子ビットが通常隣接する量子
ビットとのみ通信するという限界を克服することを目指します。提案された「量子フ

ォノンリンク（QPL）」の概念は、音のような振動（フォノン）を利用して半導体チ
ップ全体にわたる量子ビット間で量子情報を転送し、将来の大規模量子コンピュータ
ー実現に向けた重要なステップとなります。

公開日 2026年07月28日  Data Centre & Network News  イギリス



詳細

主要成果

ウォーリック大学の研究チームは、量子チップのスケーラビリティを大幅に向上させる
可能性を秘めた、革新的な量子チップアーキテクチャのコンセプトを発表しました。こ
の提案の核となるのは、「量子フォノンリンク（QPL）」と呼ばれる新しい通信メカニ
ズムで、これにより量子ビット間の長距離通信が可能になります。現在の量子チップの
設計では、量子ビットは主に隣接する量子ビットとのみ通信が可能という制限がありま
したが、QPLは音のような振動（フォノン）を利用して、半導体チップ全体にわたって
量子情報を効率的に転送できるため、このボトルネックを解消します。

技術・臨床詳細

量子コンピューティングにおいて、量子ビットの数を増やし、それらを効率的に相互接
続することは、スケーラビリティを実現するための最大の課題の一つです。現在の量子
チップでは、量子ビット間の通信は通常、ごく近接した量子ビットに限られています。
これは、量子ビットが遠く離れると、その間に量子情報が効率的に伝達されなくなるた
めです。ウォーリック大学が提案するQPLは、半導体チップの結晶格子内で励起される
音響フォノンを利用して、量子情報を長距離にわたってコヒーレントに伝送することを
可能にします。フォノンは、量子情報のキャリアとして機能し、チップの異なる領域に
位置する量子ビット間で情報を交換するための「量子バス」のような役割を果たしま
す。この技術は、量子ビット間の物理的な距離が遠くても、高速かつ高忠実度での量子
ゲート操作を可能にし、大規模な量子プロセッサの設計における柔軟性を大幅に高めま
す。



背景・業界文脈

量子コンピューティングの分野では、超伝導量子ビット、イオントラップ、中性原子な
ど、様々な物理的プラットフォームが開発されていますが、いずれも量子ビットのスケ
ーラビリティと相互接続性という共通の課題に直面しています。特に、数百万から数十
億個の量子ビットを必要とするフォールトトレラント量子コンピューターの実現には、
現在のオンチップ通信アーキテクチャでは不十分です。QPLのような新しいアプローチ
は、このスケーリング問題を解決するための有望な候補として登場しました。古典的な
コンピューターチップ設計における「インターコネクト」の役割と同様に、量子チップ
における効率的な量子ビット間通信は、次世代の量子プロセッサを構築する上で不可欠
です。この研究は、チップレベルでの根本的な設計革新を通じて、量子コンピューティ
ングの限界を押し広げようとする世界的な取り組みの一環です。

今後の展望

量子フォノンリンクの概念が実証されれば、大規模な量子コンピューターの設計と製造
に革命をもたらす可能性があります。この技術は、量子ビットの数を飛躍的に増やすだ
けでなく、それらの量子ビット間の複雑な相互作用をより効率的に管理できるようにな
ることを意味します。これにより、現在の古典コンピューターでは計算不可能な、より
複雑な最適化問題、量子シミュレーション、機械学習アルゴリズムを量子コンピュータ
ーで実行する道が開かれます。ウォーリック大学の提案は、基礎研究段階のコンセプト
ではありますが、将来の量子チップのロードマップに大きな影響を与え、最終的には汎
用量子コンピューターの実現を加速させるための重要なステップとなるでしょう。この
進展は、データセンター、クラウドコンピューティング、エッジコンピューティングな
ど、あらゆるコンピューティングインフラにおける量子技術の統合を可能にするための
基盤を築きます。

元記事: https://dcnnmagazine.com/build/quantum-computing/quantum-chip-concept-aims-to-

improve-scalability/

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://dcnnmagazine.com/build/quantum-computing/quantum-chip-concept-aims-to-improve-scalability/
https://dcnnmagazine.com/build/quantum-computing/quantum-chip-concept-aims-to-improve-scalability/


#11 ライス大学、DOE量子科学センターに参画し、高性能
古典コンピューティング上で動作するリアルタイム量子エ
ラー訂正デコーディングアルゴリズム開発へ90万ドルの資
金を獲得

概要

ライス大学は、米国エネルギー省（DOE）の量子科学センター（QSC）に正式に参画
し、国のフォールトトレラント量子コンピューティング研究開発における存在感を拡
大しました。ライス大学の研究グループは、QSCから5年間で約90万ドルの資金を受け

取り、古典的HPC（高性能コンピューティング）スーパーコンピューティングアーキ
テクチャ上で直接実行するように設計された、量子エラー訂正（QEC）デコーディン

グアルゴリズムの開発、最適化、評価に焦点を当てます。このパートナーシップは、
2028年までに機能的なフォールトトレラント量子コンピューティングエコシステムを
確立するというDOEの目標に向けた重要なエンジニアリング制約に直接対処するもの

です。

公開日 2026年07月23日  Rice University News  アメリカ



詳細

主要成果

ライス大学は、米国エネルギー省（DOE）の量子科学センター（QSC）に加わり、国の
フォールトトレラント量子コンピューティング（FTQC）研究開発における主要プレイ
ヤーとなりました。同大学の研究グループは、QSCから5年間で約90万ドルの助成金を
受け、古典的HPC（高性能コンピューティング）スーパーコンピューティングアーキテ
クチャ上で直接実行されるリアルタイム量子エラー訂正（QEC）デコーディングアルゴ
リズムの開発、最適化、評価に注力します。この戦略的パートナーシップは、2028年ま
でに機能的なFTQCエコシステムを構築するというDOEの野心的な目標を達成するため
の重要なエンジニアリング課題に直接的に対処するものです。

技術・臨床詳細

QECは、量子コンピューターの量子ビットが、デコヒーレンスやゲート操作の不完全性
といった環境ノイズによって常に発生するエラーを修正するために不可欠です。QECデ
コーディングアルゴリズムは、これらのエラーの「サイン」を迅速に解釈し、論理量子
ビットの情報を保護するための修正操作を指示します。ライス大学の研究は、特にこれ
らのデコーディングアルゴリズムを、既存の高性能古典コンピューティング（HPC）ス
ーパーコンピューター上で効率的に動作させることに焦点を当てています。QECデコー
ダは、エラー訂正サイクルが毎秒何千回も実行される必要があるため、極めて計算負荷
が高く、レイテンシーが低く、高速な処理が求められます。HPCアーキテクチャを活用
することで、これらのデコーダの速度と効率を最大化し、実用的なFTQCシステムの実
現を加速することを目指します。研究は、これらのアルゴリズムの性能を評価し、さま
ざまな量子ハードウェアプラットフォームとの互換性を確保するための最適化手法を探
求します。



背景・業界文脈

フォールトトレラント量子コンピューティングの実現は、量子コンピューティングが古
典コンピューターの能力を真に超え、産業界や科学分野で革新的な価値を生み出すため
の究極の目標です。しかし、QECの実行には、膨大な数の物理量子ビットと、それらを
リアルタイムで制御・訂正する能力が求められます。現在の量子ハードウェアはまだ
「NISQ（Noisy Intermediate-Scale Quantum）」時代にあり、QECの効率的な実装が大
きなボトルネックとなっています。DOEが設定した2028年というFTQCエコシステム確
立の目標は、この分野の研究開発を加速させるための明確なロードマップを提供しま
す。ライス大学のような一流研究機関がQSCに参画し、特定のエンジニアリング課題に
取り組むことは、米国が量子技術におけるリーダーシップを維持するための国家的な取
り組みの一環です。

今後の展望

ライス大学の研究が成功すれば、QECデコーディングアルゴリズムの性能と実用性が大
幅に向上し、フォールトトレラント量子コンピューターの実現が大きく前進します。
HPCを活用したリアルタイムQECデコーダは、量子コンピューターがより長時間の計算
を高い信頼性で実行できるようになるための基盤を提供します。これにより、創薬、材
料科学、複雑な最適化問題など、現在のコンピューターでは解決不可能な課題に対する
量子コンピューティングの応用範囲が大きく広がることが期待されます。このパートナ
ーシップは、学術界、政府、産業界の連携が量子技術の実用化に不可欠であることを示
すものであり、量子時代の到来を加速させる重要な一歩となるでしょう。

元記事: https://quantumcomputingreport.com/rice-university-joins-doe-quantum-science-center-to-

advance-real-time-quantum-error-correction/

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://quantumcomputingreport.com/rice-university-joins-doe-quantum-science-center-to-advance-real-time-quantum-error-correction/
https://quantumcomputingreport.com/rice-university-joins-doe-quantum-science-center-to-advance-real-time-quantum-error-correction/


#12 HRLラボラトリーズ、それ自体でエラー訂正を実行す
る「自己実行型シリコン量子プロセッサ」を実証、制御エ
ラーを10分の1に削減

概要

HRLラボラトリーズは、量子コンピューティングの重要なマイルストーンとして、そ

れ自体でエラー訂正を実行する「自己実行型シリコン量子プロセッサ」をNature誌で
発表しました。HRLは、従来の外部電子機器のラックを、量子ビットの近くの極低温
環境に設置されたカスタム制御チップに置き換えることに成功しました。この高度に

統合されたシステムは、エラー訂正を自律的に実行し、以前のこのタイプの量子ビッ
トのデモンストレーションよりも制御エラーを10倍低い水準に削減しました。この技
術は、量子コンピューターのスケーラビリティと信頼性を飛躍的に向上させる可能性

を秘めています。

公開日 2026年07月29日  HRL Laboratories  アメリカ



詳細

主要成果

HRLラボラトリーズは、それ自体でエラー訂正を実行できる画期的な「自己実行型シリ
コン量子プロセッサ」をNature誌に発表し、量子コンピューティングの分野で重要なマ
イルストーンを達成しました。この革新的なシステムは、従来の量子ビット制御に必要
な外部電子機器のラックを、量子ビットと一体化された極低温のカスタム制御チップに
置き換えることで、劇的な小型化と効率化を実現しました。その結果、この統合システ
ムはエラー訂正を自律的に行い、同タイプの量子ビットでこれまで達成されていたデモ
ンストレーションと比較して、制御エラー率を10分の1にまで低減させることに成功し
ました。

技術・臨床詳細

従来の量子コンピューターでは、量子ビットの操作とエラー訂正には、大量の外部電子
機器や配線、そして複雑な古典的な制御システムが必要でした。これらのシステムは、
量子ビットを極低温環境に保ちながらも、物理的な距離が遠く、レイテンシーや熱生成
の問題を抱えていました。HRLラボラトリーズのブレークスルーは、これらの古典的な
制御回路を、量子ビットが動作するのと同じ極低温（通常はミリケルビン領域）に直接
配置された、小型で効率的なカスタム制御チップに集積した点にあります。この「オン
チップ制御」により、量子ビットと制御器間の距離が最小化され、信号伝播の遅延が大
幅に短縮されます。これにより、エラー訂正サイクルをより高速かつ正確に実行できる
ようになり、結果として制御エラー率が以前のシステムよりも10倍低いという驚異的な
改善が達成されました。この自己実行型プロセッサは、シリコン量子ビットプラットフ
ォームの大きな強みであるCMOS互換性を最大限に活用し、スケーラブルな量子コンピ
ューティングの実現に向けた有望な道筋を示しています。



背景・業界文脈

量子コンピューティングの最大の課題の一つは、量子ビットのデリケートな性質と、そ
れらから構成される大規模なシステムのエラーをいかに効率的に管理するかという点に
あります。フォールトトレラント量子コンピューター（FTQC）の実現には、高忠実度
の量子操作と、リアルタイムでの大規模なエラー訂正が不可欠です。しかし、既存の制
御アーキテクチャは、量子ビットの数が増えるにつれて指数関数的に複雑化し、スケー
ラビリティのボトルネックとなっていました。HRLの成果は、この制御とスケーラビリ
ティの課題に対する根本的な解決策を提示するものです。量子ビット制御の統合化は、
量子コンピューターのフットプリントを劇的に縮小し、エネルギー効率を向上させるだ
けでなく、最終的には商用利用可能な大規模量子プロセーターの製造コストを削減する
可能性を秘めています。

今後の展望

この自己実行型シリコン量子プロセッサの技術は、量子コンピューティングの実用化を
大きく加速させるでしょう。制御エラーの大幅な削減は、論理量子ビットを構築するた
めに必要な物理量子ビットの数を減らす可能性があり、これはFTQCの実現に向けた重
要なステップとなります。将来的には、このような高度に統合された量子チップが、現
在のデータセンターを置き換えるのではなく、AI、材料科学、創薬などの特定の計算集
約型ワークロードを高速化する専用の量子アクセラレーターとして機能するようになる
かもしれません。HRLの技術は、量子コンピューターの「エンジニアリング」側面に革
命をもたらし、量子コンピューティングが研究室の枠を超え、産業界で真の価値を提供
する時代を切り開くための強力な推進力となることが期待されます。

元記事: https://www.hrl.com/news/2026/07/29/hrl-demonstrates-a-silicon-quantum-processor-that-

runs-itself

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.hrl.com/news/2026/07/29/hrl-demonstrates-a-silicon-quantum-processor-that-runs-itself
https://www.hrl.com/news/2026/07/29/hrl-demonstrates-a-silicon-quantum-processor-that-runs-itself


#13 SRI International主導のQED-C、量子ネットワーキン
グの成熟度ロードマップを発表、セキュア通信、量子コン
ピューティング、量子センシングの10アプリケーションを
特定

概要

SRI Internationalが管理するQuantum Economic Development Consortium（QED-C®）
は、量子ネットワーキングの現状を概説し、その研究室から実世界への移行を可能に
するブレークスルーを特定する新しいロードマップを発表しました。量子ネットワー

クは、エンタングルメントや重ね合わせといった量子特性を組み込んだ情報をノード
間で送信し、安全な通信、量子コンピューティング、量子センシングにわたる10の高

インパクトアプリケーションを特定しました。このロードマップは、それぞれのアプ
リケーションが商業化にどれだけ近いかを評価しており、将来の量子インターネット
の実現に向けた具体的な道筋を示しています。

公開日 2026年07月29日  SRI International  アメリカ



詳細

主要成果

SRI Internationalが運営するQuantum Economic Development Consortium（QED-C®）
は、量子ネットワーキングの成熟度に関する包括的なロードマップを発表しました。こ
のロードマップは、量子ネットワーク技術の現状を詳細に概説し、研究室の段階から実
世界への展開を加速させるために必要な主要なブレークスルーを特定しています。特
に、安全な通信、分散型量子コンピューティング、高精度量子センシングという3つの
主要分野にわたる10の「高インパクトアプリケーション」が特定され、それぞれの商業
化に向けた進捗状況が評価されています。この文書は、量子インターネットの構築に向
けた戦略的な指針を提供し、学術、産業、政府の連携を促すものです。

技術・臨床詳細

量子ネットワークは、エンタングルメントや重ね合わせといった量子力学の固有の特性
を利用して情報を送信するノード群を接続するシステムです。これにより、古典的な通
信では不可能なレベルのセキュリティや計算能力が実現されます。QED-Cのロードマッ
プでは、以下の高インパクトアプリケーションが特定されています。

安全な通信: 量子鍵配送（QKD）により、情報理論的にセキュアな鍵交換を実現し、
将来の量子コンピューターによる暗号解読の脅威からデータを保護します。

分散型量子コンピューティング: 複数の量子プロセッサをネットワークで接続し、単
一の量子コンピューターでは達成できない大規模な計算能力を実現します。

量子センシング: ネットワーク接続された量子センサーが、地球物理学的な測定や医
療画像診断など、様々な分野で前例のない精度を達成します。

ロードマップは、これらのアプリケーションを実現するために必要な技術的ステップ、
例えば長距離エンタングルメントの維持、量子リピーターの開発、量子メモリの性能向
上などを詳細に分析しています。量子リピーターは、量子ビットを中間地点で交換する
ことで、長距離での量子通信を可能にする主要な構成要素です。QED-Cの評価は、各ア
プリケーションの技術成熟度レベル（TRL）に基づいて行われ、研究開発の優先順位付
けに役立ちます。



背景・業界文脈

量子コンピューティングの進展に伴い、量子ネットワークの重要性が高まっています。
量子コンピューターが現在の暗号化方式を破る能力を持つ将来に向けて、情報セキュリ
ティを確保するための耐量子暗号（PQC）への移行が世界的に進められていますが、量
子ネットワークはさらに一歩進んで、情報理論的に破られない究極のセキュリティを提
供する可能性があります。また、分散型量子コンピューティングは、個々の量子デバイ
スの限界を克服し、より強力な量子計算能力を生み出すための道筋として期待されてい
ます。QED-Cは、米国の量子エコシステムを育成するために設立されたコンソーシアム
であり、このようなロードマップの発表は、国家的な戦略的投資と協調を促進する上で
極めて重要です。

今後の展望

QED-Cの量子ネットワーキングロードマップは、研究開発、投資、政策策定のための明
確なフレームワークを提供します。このロードマップが描く未来では、量子ネットワー
クは、金融取引の保護、国家安全保障の強化、科学研究の加速、そして医療診断の革新
といった様々な分野で、社会に計り知れない価値をもたらすでしょう。今後は、量子リ
ピーターなどの基盤技術のさらなる開発と実証が加速され、物理インフラストラクチャ
の構築と標準化が重要な焦点となります。最終的に、研究室を飛び出した量子ネットワ
ークが、私たちのデジタル社会を根本的に変革し、新たな可能性を切り開くことが期待
されます。

元記事: https://www.sri.com/press/how-mature-is-quantum-networking/

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.sri.com/press/how-mature-is-quantum-networking/


#14 SpinQ、次世代超伝導量子チップ技術を探求：コヒー
レンス時間とゲート忠実度を大幅に改善し、幅広い量子ス
タック互換性を目指す

概要

SpinQは、次世代超伝導量子チップ技術の探求を発表しました。これは単に量子ビット

数を増やすだけでなく、より優れたコヒーレンス時間、高いゲート忠実度、および幅
広い量子スタックとの互換性を目指して設計されています。コヒーレンス時間とゲー
ト忠実度はチップ品質の最も明確な指標であり、実際の実験での有用性を決定しま

す。SpinQは、超伝導チップの開発を、単独のコンポーネントとしてではなく、より広
範な量子システムの一部としてアプローチすることで、総合的な性能向上と実用化の
加速を目指します。

公開日 2026年07月30日  SpinQ  中国



詳細

主要成果

SpinQは、次世代超伝導量子チップ技術に関する研究開発の進捗を発表しました。同社
の目標は、量子ビット数の増加に加えて、量子コンピューティングの性能を決定づける
2つの主要指標であるコヒーレンス時間とゲート忠実度を大幅に改善することです。ま
た、この新しいチップは、より広範な量子スタック、すなわちソフトウェア、制御ハー
ドウェア、および冷却システムとの互換性を持つように設計されており、超伝導量子コ
ンピューティングシステム全体の統合性と実用性を向上させることを目指しています。

技術・臨床詳細

超伝導量子チップは、低温で動作する超伝導回路を用いて量子ビットを形成する技術で
す。コヒーレンス時間とは、量子ビットがその量子状態を保持できる時間の長さであ
り、これが長いほどより複雑な計算を正確に実行できます。ゲート忠実度とは、量子ゲ
ート操作がどれだけ正確に実行されるかを示す指標であり、これが高いほど計算エラー
が少なくなります。SpinQの研究では、これらの特性を向上させるための新しい材料、
チップアーキテクチャ、および製造プロセスに焦点を当てています。例えば、より高い
Q値を持つ共振器設計や、量子ビット間のクロストークを低減するレイアウト技術など
が検討されています。また、チップを単なるハードウェアとしてではなく、制御電子機
器、ソフトウェアプラットフォーム、極低温冷凍機といった「量子スタック」全体の一
部として開発することで、各コンポーネントが相互に最適化され、シームレスに連携す
るシステムを構築することを目指しています。

背景・業界文脈

超伝導量子コンピューティングは、IBMやGoogleといった大手企業が先行する主要な技
術プラットフォームの一つです。この分野では、量子ビット数のスケーリングが進む一
方で、各量子ビットの品質（コヒーレンスと忠実度）の維持・向上が重要な課題となっ
ています。大規模なフォールトトレラント量子コンピューターを実現するためには、
個々の量子ビットの性能を極限まで高める必要があり、これが超伝導チップの次世代開
発における主要な焦点となっています。また、量子ハードウェアとソフトウェア、制御
システムの統合は、量子コンピューティングを研究室から実用的なツールへと移行させ
る上で不可欠です。SpinQのような企業がこの統合的なアプローチを取ることは、業界
全体の効率とイノベーションを促進する上で重要な意味を持ちます。



今後の展望

SpinQの次世代超伝導量子チップ技術の探求は、量子コンピューティングの実用化に向
けた重要なステップとなります。コヒーレンス時間とゲート忠実度が向上することで、
より信頼性の高い量子計算が可能となり、現在のNISQ（Noisy Intermediate-Scale

Quantum）デバイスの限界を押し広げることができます。また、幅広い量子スタックと
の互換性は、開発者にとって量子コンピューターの利用を容易にし、新たなアルゴリズ
ムやアプリケーションの開発を加速させるでしょう。これにより、製薬、材料科学、金
融、物流といった様々な産業における複雑な最適化問題やシミュレーション問題に対
し、量子コンピューターが具体的な解決策を提供する道が開かれます。SpinQの取り組
みは、超伝導量子コンピューティングが持つ潜在能力を最大限に引き出し、最終的な汎
用量子コンピューターの実現に貢献するものと期待されます。

元記事: https://www.spinquanta.com/news-detail/next-generation-superconducting-quantum-chip2026

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.spinquanta.com/news-detail/next-generation-superconducting-quantum-chip2026


#15 オーストラリアと日本、量子技術パートナーシップを
強化：研究者、企業、投資家を繋ぎ経済成長と技術進歩を
促進

概要

オーストラリアと日本は、量子技術分野におけるパートナーシップを強化するための

協定を締結しました。この協定は、両国の研究者、企業、投資家、そしてイノベーシ
ョンエコシステムを結びつけ、量子技術の進化を加速することを目的としています。
今回の協力は、オーストラリアの国家量子戦略に沿ったものであり、両国にとって経

済成長と技術的進歩のための新たな機会を解き放つことが期待されています。特に、
量子コンピューティング、量子通信、量子センシングなどの分野での連携が強化され
ます。

公開日 2026年07月31日  オーストラリア政府貿易投資促進庁 (Austrade)  オーストラリア



詳細

主要成果

オーストラリアと日本は、量子技術の分野で二国間のパートナーシップを大幅に強化す
る協定を締結しました。この協定は、両国の量子技術のエコシステムにおける研究者、
企業、投資家間の協力を促進し、量子コンピューティング、量子通信、量子センシング
などの最先端分野におけるイノベーションと技術的進歩を加速することを目的としてい
ます。この取り組みは、オーストラリアの国家量子戦略に直接的に合致するものであ
り、両国に新たな経済成長と技術革新の機会をもたらすと期待されています。

技術・臨床詳細

このパートナーシップは、以下の具体的な領域での連携強化を目指します。

共同研究開発: 量子ビット技術、量子アルゴリズム、量子エラー訂正、量子ネットワ
ークインフラストラクチャなど、基盤的な量子技術に関する共同研究プロジェクトを
推進します。

人材育成と交流: 両国の研究者、エンジニア、学生間の交流プログラムを確立し、量
子分野における専門知識とスキルを共有・向上させます。

産業応用と商業化: 量子技術の産業応用を加速するための共同パイロットプロジェク
ト、スタートアップ支援、技術移転メカニズムを構築します。特に、量子技術が創
薬、材料科学、金融、サイバーセキュリティなどの分野で具体的な価値を生み出すこ
とを目指します。

標準化と政策調整: 量子技術の国際標準化に向けた協調を強化し、規制環境の整備や
倫理的課題への対応についても意見交換を行います。

この協力は、両国の量子研究機関や企業が持つ独自の強みを組み合わせることで、単独
では達成し得ない相乗効果を生み出すことを期待しています。



背景・業界文脈

量子技術は、次世代の科学技術革命の牽引役として世界中で注目されており、米国、欧
州、中国といった主要国が大規模な投資と国家戦略を打ち出しています。オーストラリ
アと日本は、それぞれが量子技術の研究開発において強固な基盤を持っています。オー
ストラリアは、シリコン量子ビットやダイヤモンドNVセンターなどの分野で世界をリ
ードする研究成果を出しており、日本は超伝導量子ビットや量子アニーリングなどの分
野で高い技術力を誇ります。このパートナーシップは、両国の強みを統合し、国際的な
量子技術競争において優位性を確立するための戦略的な動きです。特に、地政学的な文
脈において、信頼できるパートナー間での技術協力の重要性が増しています。

今後の展望

オーストラリアと日本の量子パートナーシップの強化は、グローバルな量子技術の景観
に大きな影響を与える可能性があります。この協力が成功すれば、両国は量子技術の開
発と商業化において、アジア太平洋地域における主要なハブとしての地位を確立するで
しょう。研究開発の加速、イノベーションエコシステムの活性化、そして新たな産業の
創出を通じて、経済成長と雇用創出に貢献することが期待されます。また、このパート
ナーシップは、世界的な量子技術の標準化と責任ある利用に向けた国際的な対話を促進
する上でも重要な役割を果たすでしょう。将来的には、両国の連携が、量子コンピュー
ター、量子通信、量子センシングの進歩を通じて、これまで解決不可能だった社会課題
の解決に繋がるものと期待されます。

元記事: https://www.industry.gov.au/news/australia-and-japan-strengthen-quantum-partnership

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.industry.gov.au/news/australia-and-japan-strengthen-quantum-partnership


#16 Q-CTRL、量子コンピューティングの実用化を加速す
るインフラストラクチャソフトウェア「Fire Opal」と
「Boulder Opal」を発表

概要

Q-CTRLは、量子コンピューティングの実用的な価値提供を加速させるインフラストラ

クチャソフトウェア、Fire OpalとBoulder Opalを発表しました。これらのツールは、
ハードウェアの最適化と実行ワークフローを自動化することで、開発者に抽象化レイ
ヤーを提供します。これにより、サプライチェーンの最適化、材料科学、創薬、リス

ク分析、モンテカルロ加速、機械学習の加速など、多岐にわたる業界の課題に対し、
量子コンピューティングの適用が容易になります。Q-CTRLは、実用的な量子コンピュ
ーティングの導入には、量子が最も価値を提供できる場所を理解することが不可欠で

あると強調しています。

公開日 2026年07月29日  Q-CTRL  オーストラリア



詳細

主要成果

Q-CTRLは、量子コンピューティングが企業や研究機関に実用的な価値を提供すること
を加速させるための、革新的なインフラストラクチャソフトウェアソリューション
「Fire Opal」と「Boulder Opal」を発表しました。これらのソフトウェアプラットフォ
ームは、複雑な量子ハードウェアの最適化と実行ワークフローを自動化することで、開
発者にとっての抽象化レイヤーを提供します。これにより、サプライチェーン最適化、
材料科学、創薬、リスク分析、モンテカルロシミュレーションの加速、機械学習の強化
など、幅広い産業分野における具体的課題に対し、量子コンピューティングの適用が大
幅に簡素化されます。

技術・臨床詳細

Q-CTRLのFire OpalとBoulder Opalは、量子プロセッサの性能を最大限に引き出し、量子
コンピューティングの利用を容易にするために設計されています。Fire Opalは、ユーザ
ーが任意の量子ハードウェアバックエンド上で量子アルゴリズムを迅速に設計、最適
化、実行できる環境を提供します。これには、自動エラー緩和やノイズ抑制技術が含ま
れており、NISQ（Noisy Intermediate-Scale Quantum）デバイスの性能を向上させま
す。一方、Boulder Opalは、量子ハードウェアのキャリブレーション、最適化、および
制御のための低レベルツールキットを提供し、ハードウェアエンジニアが量子ビットの
忠実度とコヒーレンスを向上させるのを支援します。これらのソフトウェアは、量子ハ
ードウェア固有のノイズやエラーを管理し、量子回路の実行品質を向上させることで、
最終的な計算結果の信頼性を高めます。これにより、量子コンピューティングを特定の
産業応用へと橋渡しするための重要なステップとなります。



背景・業界文脈

量子コンピューティングは大きな潜在能力を秘めていますが、現在の量子ハードウェア
はまだ実験段階にあり、ノイズが多くエラー訂正が不完全であるという課題に直面して
います。このため、量子ハードウェアを直接プログラミングすることは非常に複雑であ
り、専門的な知識が必要です。Q-CTRLのような企業が提供するインフラストラクチャ
ソフトウェアは、この複雑さを抽象化し、より多くの研究者やエンジニアが量子技術に
アクセスし、その恩恵を受けられるようにすることを目的としています。量子ハードウ
ェアベンダーとユーザーの間を繋ぐミドルウェアとしての役割は、量子エコシステムの
成熟にとって不可欠です。実用的な量子統合には、「量子がどこで最も価値を提供でき
るか」を正確に理解し、そのユースケースに合わせて技術を最適化する戦略が求められ
ます。

今後の展望

Q-CTRLのFire OpalとBoulder Opalのようなインフラストラクチャソフトウェアの普及
は、量子コンピューティングの商業化を加速する上で重要な役割を果たすでしょう。こ
れらのツールは、量子技術の専門家でなくても、既存のビジネス課題に量子コンピュー
ティングを適用することを可能にします。これにより、量子アルゴリズムの開発が促進
され、様々な産業におけるイノベーションが加速されることが期待されます。サプライ
チェーンの最適化によるコスト削減、新素材や新薬の開発期間短縮、金融市場における
リスク評価の精度向上など、具体的なビジネス価値が創出されるでしょう。Q-CTRL

は、量子技術が単なる科学的な好奇心から、実社会の問題解決に貢献する強力なツール
へと進化する道のりを推進しており、そのソフトウェアは、この進化をサポートする基
盤技術となることが期待されます。

元記事: https://q-ctrl.com/blog/making-quantum-useful-what-real-quantum-integrations-teach-us-

about-capability-deployability-and-usability

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://q-ctrl.com/blog/making-quantum-useful-what-real-quantum-integrations-teach-us-about-capability-deployability-and-usability
https://q-ctrl.com/blog/making-quantum-useful-what-real-quantum-integrations-teach-us-about-capability-deployability-and-usability


#17 クリーブランドクリニックとIBM、46量子ビットの量
子機械学習フレームワーク「Q-CHIPP」でネオ抗原免疫応
答予測に成功、免疫腫瘍学に新たな道を拓く

概要

クリーブランドクリニックとIBMの研究者たちは、免疫腫瘍学における最も困難な課

題の一つである、どの腫瘍変異が免疫応答を引き起こすかを予測するために量子コン
ピューティングを応用しました。彼らが開発した量子機械学習フレームワーク
「Quantum Convolutional HLA Immunogenic Peptide Prediction（Q-CHIPP）」は、抗

原提示と免疫療法応答予測を統一されたモデルに統合し、限られたデータ条件下で古
典コンピューティング手法を上回る精度を示しました。このチームは、わずか150のサ
ンプルからのトレーニングセットから学習できるモデルを作成し、46量子ビットを用

いてフルレングスペプチドモデリングにアプローチを拡張するという重要な技術的マ
イルストーンを達成しました。

公開日 2026年07月29日  EurekAlert!  アメリカ



詳細

主要成果

クリーブランドクリニックとIBMの研究チームは、免疫腫瘍学の分野において画期的な
成果を達成しました。彼らは、量子コンピューティングを用いて、どの腫瘍変異が強力
な免疫応答を誘発するかを予測するための量子機械学習フレームワーク「Quantum

Convolutional HLA Immunogenic Peptide Prediction（Q-CHIPP）」を開発しました。こ
のフレームワークは、限られたデータセット（わずか150サンプル）から学習する能力
を持ち、古典的なコンピューティング手法よりも高い精度で、抗原提示と免疫療法応答
の予測を統一された方法で可能にしました。また、46量子ビットを利用して、フルレン
グスのペプチドモデリングにアプローチを拡張するという重要な技術的マイルストーン
も達成されています。

技術・臨床詳細

Q-CHIPPフレームワークは、量子畳み込みニューラルネットワーク（QCNN）の原理を
応用し、腫瘍由来のネオ抗原（がん細胞に特異的な変異ペプチド）が、患者のHLA（ヒ
ト白血球抗原）分子によってT細胞に提示され、免疫応答を引き起こす可能性を予測し
ます。このプロセスは、非常に複雑な分子相互作用を伴い、古典的なアルゴリズムでは
計算負荷が高すぎたり、精度が不足したりする場合があります。量子コンピューティン
グは、重ね合わせやエンタングルメントといった量子現象を利用して、このような複雑
な分子空間をより効率的に探索し、関連するパターンを特定することができます。特
に、研究チームは46量子ビットの量子プロセッサを活用し、より長いペプチド配列のモ
デリングを可能にしました。これは、創薬や個別化医療における分子シミュレーション
の現実的な要件を満たす上で不可欠です。この技術は、免疫療法の反応性を予測し、最
適な治療戦略を選択するための、より正確なバイオマーカーを特定する可能性を秘めて
います。



背景・業界文脈

免疫腫瘍学、特にネオ抗原を標的としたがん免疫療法は、近年のがん治療において最も
有望な分野の一つです。しかし、患者ごとに異なる腫瘍変異の中から、実際に免疫応答
を誘発するネオ抗原を特定することは極めて困難であり、これが個別化されたがんワク
チンの開発や免疫療法の効果予測における大きなボトルネックとなっていました。古典
的な機械学習手法は進歩してきましたが、限られた臨床データセットでの予測精度には
限界があります。量子機械学習は、このようなデータが少ない状況でも、複雑な分子デ
ータをより深く理解し、パターンを抽出する能力を持つと期待されています。クリーブ
ランドクリニックとIBMのような著名な研究機関の連携は、量子コンピューティング
が、生命科学の最前線における具体的な未解決課題に、いかに貢献し始めているかを示
すものです。

今後の展望

Q-CHIPPフレームワークの成功は、免疫腫瘍学における新たな診断ツールや治療法開発
への道を開く可能性があります。より正確なネオ抗原予測は、個別化されたがんワクチ
ンの設計を加速し、患者の免疫応答を最大化するための治療戦略を最適化することに貢
献します。これにより、免疫療法の奏効率が向上し、より多くの患者ががんと闘う上で
恩恵を受けることが期待されます。将来的には、この量子機械学習アプローチは、がん
だけでなく、感染症や自己免疫疾患など、免疫系が関与する他の疾患の理解と治療にも
応用される可能性があります。この研究は、量子コンピューティングがヘルスケア分
野、特に生命科学における最も困難な問題に、強力な解決策を提供できることを示す重
要な証拠となるでしょう。IBMとクリーブランドクリニックの連携は、量子ヘルスケア
の未来を形作る上で不可欠な役割を果たすと予測されます。

元記事: https://www.eurekalert.org/news-releases/1138124

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.eurekalert.org/news-releases/1138124


#18 NISTが量子耐性暗号標準3種を最終化、ML-KEMを鍵
交換、ML-DSAをデジタル署名に採用し企業に移行を要求

概要

米国国立標準技術研究所（NIST）は2024年8月に初の最終的なポスト量子暗号
（PQC）標準3種を発表し、ML-KEM (FIPS 203)を鍵交換、ML-DSA (FIPS 204)をデジタ
ル署名、SLH-DSA (FIPS 205)をハッシュベースの署名として採用しました。これらの標

準は、TLSの鍵交換や認証、コード署名、証明書などに広範な影響を与えます。特に
ML-DSAの署名サイズは既存のECDSAと比較して大幅に増加するため、企業は暗号の使
用状況を詳細に把握し、ハイブリッド鍵交換の導入を検討し、ベンダーに明確な移行

ロードマップを要求することが求められています。この移行は、量子コンピュータの
脅威から将来のデジタル通信を保護するために不可欠な措置となります。

公開日 2026年07月25日  QubitChain.io  アメリカ



詳細

主要成果

米国国立標準技術研究所（NIST）は2024年8月、量子コンピュータによる攻撃に耐えう
る初の最終的なポスト量子暗号（PQC）標準を3つ発表しました。具体的には、鍵カプ
セル化メカニズム（KEM）としてML-KEM (FIPS 203)が、デジタル署名アルゴリズム
（DSA）としてML-DSA (FIPS 204)が、そしてステートレスなハッシュベース署名スキー
ムとしてSLH-DSA (FIPS 205)が採用されました。これらの標準は、インターネット通信
のセキュリティプロトコルであるTLS（Transport Layer Security）の鍵交換や認証、ソフ
トウェアのコード署名、およびデジタル証明書など、広範なデジタルセキュリティイン
フラに適用されることになります。

技術・実装詳細

ML-KEM (FIPS 203): 以前はCRYSTALS-Kyberとして知られ、鍵交換プロトコルにおい
て共有秘密鍵を確立するために使用されます。格子暗号に基づき、効率性とセキュリ
ティのバランスが評価されています。

ML-DSA (FIPS 204): 以前はCRYSTALS-Dilithiumとして知られ、デジタル署名に利用
されます。このアルゴリズムは、既存の楕円曲線デジタル署名アルゴリズム
（ECDSA）と比較して署名サイズが大幅に増加するという特性があり、実装におい
てはデータ転送量やストレージ要件に関するエンジニアリング上の課題が生じます。

SLH-DSA (FIPS 205): 以前はSPHINCS+として知られ、ハッシュベースの署名スキー
ムを提供します。特に長期的なセキュリティが求められる場合に適しており、ステー
トレスな運用が可能です。

これらのPQC標準への移行は、既存の暗号システムを量子コンピュータの脅威から保護
するための緊急の課題です。企業は、自社のITインフラ内で使用されているすべての暗
号アルゴリズムを特定し、量子脆弱性を評価する必要があります。移行戦略としては、
一時的に古典暗号とPQCアルゴリズムを併用するハイブリッド鍵交換の導入が推奨され
ます。また、ベンダーに対しては、彼らが提供する製品やサービスにおけるPQCへの対
応状況と移行ロードマップを明確にするよう要求することが、計画的かつ円滑な移行を
実現するために不可欠です。



背景・業界文脈

量子コンピュータの発展は、現在の公開鍵暗号システム、特にRSAやECC（楕円曲線暗
号）が将来的に解読される可能性を提起しています。この「Q-Day」と呼ばれる事態に
備えるため、NISTは長年にわたり世界中から提案された量子耐性のある暗号アルゴリズ
ムの評価と標準化を進めてきました。今回の最終標準の発表は、この取り組みにおける
重要なマイルストーンであり、世界中の政府機関や企業が量子耐性のあるセキュリティ
インフラを構築するための明確な指針を提供します。

今後の展望

NIST標準の最終化は、PQCの実装と展開を加速させるでしょう。今後、ソフトウェアア
ップデート、ハードウェアの更新、そして新しいプロトコルの採用を通じて、デジタル
エコシステム全体が段階的に量子耐性へと移行していくことが予想されます。このプロ
セスは、特にレガシーシステムや組み込みシステムにおいて複雑な課題を伴いますが、
グローバルなデータセキュリティを確保するためには避けて通れない道です。企業や組
織は、この移行をビジネスリスク管理の一環として捉え、早期の計画と準備を進めるこ
とが求められます。

元記事: https://mehrabhosain.com/article/nist-post-quantum-standards-what-they-require/
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#19 NIST最終化の量子耐性暗号標準がAIインフラ保護
へ、鍵交換ML-KEMとデジタル署名ML-DSAが中心に

概要

米国国立標準技術研究所（NIST）のポスト量子暗号（PQC）標準が最終化され、量子
コンピュータの脅威からデジタルセキュリティ、特にAIインフラを保護するための技
術的ロードマップが提供されました。主要なアルゴリズムとして、鍵カプセル化メカ

ニズムにはML-KEM (FIPS 203)が、デジタル署名にはML-DSA (FIPS 204)が選定されまし
た。これらの新しい標準は、現在のRSAやECCといった古典暗号が将来の量子攻撃によ
って解読されるリスクに対処するために設計されています。AI技術の進化に伴い、そ

の基盤となるデータのセキュリティはますます重要であり、PQCの導入はAIインフラ
の信頼性を確保する上で不可欠となります。

公開日 2026年07月26日  Security Boulevard  アメリカ



詳細

主要成果

米国国立標準技術研究所（NIST）によるポスト量子暗号（PQC）標準の最終化は、量子
コンピュータの出現によってもたらされるサイバーセキュリティの脅威に対抗するため
の重要な一歩です。この動きは、特にAIインフラストラクチャにおけるデータ保護の新
たな基準を確立し、将来の量子攻撃からデジタルセキュリティを効果的に守るための技
術的ロードマップを提供します。主要な構成要素として、鍵カプセル化のためのML-

KEM (FIPS 203)と、デジタル署名のためのML-DSA (FIPS 204)という2つの強力なアルゴ
リズムが指定されました。

技術・実装詳細

ML-KEM (FIPS 203)は、鍵カプセル化メカニズム（KEM）として機能し、安全な鍵交換
を可能にします。これは、送信者と受信者が公開された鍵を利用して、量子コンピュー
タの攻撃に耐えうる共通の秘密鍵を安全に確立することを目的としています。一方、
ML-DSA (FIPS 204)はデジタル署名アルゴリズムとして、データの完全性と認証を提供
します。これらのアルゴリズムは、現代のインターネットセキュリティの基盤となって
いるRSAや楕円曲線暗号（ECC）といった古典暗号が、将来的な量子アルゴリズムによ
って容易に破られる可能性があるという脆弱性に対処するために特別に設計されていま
す。これらのPQC標準は、格子ベースの数学的問題の困難性に基づいているため、現在
の最も強力な量子コンピュータですら解読が困難であるとされています。

背景・業界文脈

AIシステムの急速な発展は、大量の機密データと複雑な計算プロセスに依存しており、
そのセキュリティは国家安全保障および経済的安定性の中心的な懸念事項となっていま
す。量子コンピュータが実用化される「Q-Day」が到来すれば、現在の暗号化されたデ
ータが「今収集し、後で解読する（Harvest Now, Decrypt Later: HNDL）」攻撃に晒され
るリスクが高まります。NISTのPQC標準は、この差し迫った脅威に対応するために、政
府機関や民間企業が量子耐性のあるセキュリティ対策を導入するための統一された枠組
みを提供します。これにより、AIモデルの学習データ、推論結果、および通信チャネル
が将来にわたって保護される基盤が築かれます。



今後の展望

NIST PQC標準の最終化は、量子耐性のあるAIインフラストラクチャの構築に向けた世界
的な取り組みを加速させるでしょう。企業や研究機関は、既存のAIシステムとデータパ
イプラインを評価し、PQCアルゴリズムを統合するための戦略を策定する必要がありま
す。これには、ハードウェアのアップグレード、ソフトウェアの再設計、および開発者
やセキュリティ専門家への再教育が含まれます。量子耐性を持つAIインフラは、医療、
金融、防衛、エネルギーなど、あらゆる分野におけるイノベーションと信頼性の維持に
不可欠であり、今回の標準化はその実現に向けた重要なマイルストーンとなります。

元記事: https://securityboulevard.com/2026/07/beyond-encryption-the-new-standards-for-quantum-

resistant-ai-infrastructure/
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